
電気工事仕様書

放送設備

自動火災報知設備

撤去工事

種 目 工 事 概 要

Ｉ． 工事種目

ＩＩ． 共通仕様

特記仕様書及び図面に記載されていない事項は， 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工・

とする．

ＩＩＩ． 特記仕様１（一般共通事項）

１． 本工事に必要な工事用電力， 水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む．

官公署その他への届出手続等は（標仕 ＜１＞１．１．３）により行う． なお， （監理指針 ＜１＞１．１．３）を参考とする．

２． 工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し， 監督員に提出する． また， 品質計画及び工種

別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し， 監督員に提出する． 品質計画及び施工図等については，

監督員の承諾を受ける． （標仕 ＜１＞１．２．２， ＜１＞１．２．３）

品質管理は， 適切な時期に品質計画に基づき確認， 試験又は検査を行う． 結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は，

品質計画にしたがって適切な処理を施す．

また， その原因を検討し， 再発防止のための必要な処置をとる． （標仕 ＜１＞１．３．４， 監理指針 ＜１＞１．３．４）

使用する機材が， 設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料 （製作図，試験成績書を含む） を監督員に

提出する． （ＪＩＳマーク等表示品を除く） （標仕 ＜１＞ １．４．２）

上記の施工計画書には， 「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること．

３． 設計図書に疑義が生じたり， 現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたとき

は， 「疑義に対する協議等」（標仕 ＜１＞１．１．８）による．

４． 本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については， 工事着手前に資格者名簿を提出する．

５． 本工事のうち建築工事， 電気工事及び管工事について下請業者を使用する場合は， 工事の施工に十分な能力と経験を有した

者を選定すること．

６． 機器類は， 図示する形状又は配管などの取出し位置等により， 特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない．

７． 既存のコンクリート床， 壁等の配管貫通部の穴明けは， 原則としてダイヤモンドカッターによる． （改修標仕 ＜１＞２．１１．３）

梁， スラブ等の構造体貫通の場合は， 施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する．

８． 本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は， 既成にならい補修する．

９． 発生材の処理等は， 「発生材の処理等」（標仕 ＜１＞１．３．９）により行う．

ＩＶ． 特記仕様２（特記事項）

１． 最上階の天井配管は， 原則二重天井内のいんぺい施工とし， 屋上スラブへの埋め込みは行わない． （最上階が二重天井の場・

合に限る．）

２． 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１．２㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する．（標仕 ＜２＞２．２．９， ＜２＞２．１２．４）

３． フラッシュプレートの材質は新金属製とする．

４． カバープレート及びプルボックス蓋にはシール等で用途別表示を行う． なお， 屋外部分の表示はエッチングプレート等の耐

候性を有するものとする．

５． 盤内， 幹線プルボックス内， ケーブルラック上の要所， マンホール・ハンドホール内， その他の要所には合成樹脂製， ファ

イバ製等の表示札等を取付け， 回路の種別， 行先等を表示する． （標仕 ＜２＞２．２．１０，＜２＞２．１２．５）

なお， 屋外において直接外気に触れる場所（盤内， プルボックス内を除く． ）及びマンホール・ハンドホール内の表示札等は

エッチングプレート等の耐候性を有するものとする．

（１） ＰＣＢを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする．

８． 分電盤， 制御盤， 端子盤などの２次側以降の配線で， 配線経路， 電線太さ， 電線本数， 管径などは監督員との協議により図・

面表示と多少相違させてよい．

９． 分電盤からの予備配管として， 分電盤の予備回路数（スペースを含む）に応じた配管を天井裏まで立上げる．

１０． ＥＤ接地極の材料はＥＢとしＤ＝１０， Ｌ＝１，５００とする． 接地極の埋設位置には， 屋外灯のポール等で埋設位置が明確な場合を除い

て接地極埋設標を設ける．

１１．ＰＦ管は波付一重管， タイプ－２５とする．

１２． 屋外及びピット内の支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）又は溶融亜鉛めっき製（ＨＤＺ３５以上）とする．

示を行う．

１５． 地中管路の埋設深さは車両道路は ０．６ｍ以上， それ以外は ０．３ｍ以上とし， 高圧地中配線以外も埋設標識シートにより埋設標

製造者において試験方法を定めている項目については， 試験要領書を提出する．

２０． 機材の検査に伴う試験については， 標仕 ＜１＞１．４．５により行う．

機 材 名 ・ 注 記品 目

鋳鉄製ふた（マンホールふた）

中央監視制御装置

監視カメラ装置

パワーコンディショナを含む． ） ※太陽電池アレイ及び接続箱を除く

出力１０ｋＷ以上のパワーコンディショナ及び系統連系保護装置（系統連系保護機能を有する太陽光発電装置

３００ｋＶＡ以下のもの交流無停電電源装置

蓄電池

据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

ベント形据置鉛蓄電池， 制御弁式据置鉛蓄電池

高圧交流遮断器， 高圧進相コンデンサ， 高圧限流ヒューズ， 高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）， 高圧避雷器

高圧機器

分電盤（実験盤を含む）， 制御盤， キュービクル式配電盤， 高圧スイッチギヤ（ＣＷ形， ＰＷ形）

防爆及び防災用照明器具を除く．

盤類

蛍光灯器具

（３） 製造又は施工の実績があり， その信頼性があること．

（２） 法令等で定めがある場合は， その許可， 認可， 認定又は免許を取得していること．

（１） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること．

品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける．

２． 下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の（１）から（３）の事項を満たすものとし， 証明となる資料又は外部機関が発行する

ものを使用する場合は， あらかじめ監督員の承諾を受ける．

１． 本工事に使用する材料・機材等は， 設計図書に定める品質及び性能を有するもの， 又は同等のものとする． ただし， 同等の

出する．

２２． 自家用電気工作物の保安規程に基づき， 電気主任技術者による工事中の点検並びに工事完成時の検査を実施し， 成績書を提

２１． 通信・情報設備の弱電流電線は絶縁抵抗測定を行う． （標仕 ＜６＞２．２８．２）

仕 ＜２＞２．１０．１．５）

１９． ケーブルを集合して束ねる場合は， 許容電流について必要な補正を行い， 配線の太さに影響を与えない範囲で束ねる． （標・

１８． 太さ１４ｍｍ２以上の電線をターミナルラグにより機器に接続する場合は， 増締確認の表示を行う． （標仕 ＜２＞２．１．２）

１７． 分電盤等において， 外部から分岐回路の接地線を接続する端子又は銅帯は， 分岐回路の配線用遮断器等の負荷側近くに設け

る．（標仕 ＜２＞１．８．４） なお， 単線接地線の接続にはセルフアップねじ等電線じか接続可能な端子とすることが望ましい．

抗を測定する．

１６． 改修又は増設工事等において既設配線との接続が本工事に含まれる場合は， 工事着手前及び工事完了後に既設配線の絶縁抵

屋内， 屋外及びピット内の支持金物等のうち， ステンレス製（ＳＵＳ３０４）又は溶融亜鉛めっき製のものは， 原則塗装を行わない．

（３） 屋外に使用するものはステンレス製（ＳＵＳ３０４）又は溶融亜鉛めっき製（ＨＤＺ３５以上）とする．

屋外布設の厚鋼電線管は， めっき付着量が３００ｇ／ｍ２のものを使用し， 塗装不要とする．

用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとする．

亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー１種（ＪＩＳ－Ｋ－５６３３）による化学処理を行った後調合ペイント２回塗りとする．

（ ・ 一般居室，廊下等 ・ ）

１４． 次の部分の露出する電線管， 支持金物， 架台等は塗装を行う．

１３． あと施工アンカーボルトの選定については， 次による．

（１） 機器類の固定には， 金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し， 次の機器については， 施工後確認試験を

（２） 配管の吊り及び支持材の固定には， その自重に十分耐えうるアンカーを使用する． なお， 耐震支持に使用する躯体取付

行う． （ ・ 受変電設備 ・自家発電装置 ・太陽光発電設備（蓄電池を含む） ・配電盤 ）

６． 屋外の金属製防水形プルボックスは， （ ステンレス製 ・ 鋼板製 ）とし，（ メラミン焼付塗装 ・ 溶融亜鉛めっき製

・ 塗装を行わない ）とする．

Ｖ． 機材等

年版）」（ただし， 改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２８年版）」）及び「公共・事編）（平成２８

建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成２８年版）」による． なお， 本工事が建築工事又は機械設備工事を含む場合は， それぞ

れの工事に係る標準仕様書による． また， 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（平成２８年版）」を参考

７． スリーブ材料及び施工は， 標仕 ＜１＞２．９．１， 標準図 電力７１～７４， 監理指針 ＜１＞２．９．１， ＜２＞２．１．１３ による．

１０． 耐震施工

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年版）（建設大臣官房官庁営繕部監修）」によることとし， 施工は「建築設・

備耐震設計・施工指針（２００５年版）（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）」による．

（１） 本工事の建物分類は（ 特定の施設 ・ 一般の施設 ）であり， 地域係数は（ １．０ ・ ０．９ ）とする．

（２） 設計用水平地震力は， 機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に， 地域係数及び設計用標

準水平震度を乗じたものとする． なお， 特記なき場合の設計用水平震度は次による．

設計用標準水平震度 特定の施設 一般の施設

一般機器重要機器一般機器重要機器機器種別設置場所

上層階，
屋上及び塔屋

中層階

１階及び地下階

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

（注） 上層階の定義は次のとおりとする．

２～６階の場合は最上階， ７～９階の場合は上層２階， １０～１２階建の場合は上層３階， １３階以上の場合は上層４階

重要機器 （ ・ 配電盤 ・ 自家発電装置 ・ 交換機 ・ 直流電源装置 ・ ＵＰＳ ・ 火災報知受信機

・ 中央監視制御装置 ・ 構内情報通信網装置 ・ ）

（３） 設計用鉛直地震力は， 設計水平地震力の１／２とし， 水平地震力と同時に働くものとする．

（４） 質量１００ｋｇ以下の軽量な機器（標仕の適用を受けるものは除く）の取付については， 機器製造者の指定する方法で確実に・

取付けを行うものとし， 特に計算を行わなくともよい．

１１． 各種荷重計算

対象機材 （ ・ 避雷針支持管 ・ テレビアンテナマスト ・ 風力発電装置 ・ 太陽電池アレイ ・ ）

１２． 強度計算

対象機材 （ ・ ブロックマンホール及びハンドホール ・ 自家発電装置配管類支持材 ・ ケーブルラック支持材

・ 垂直ケーブルの最終端支持材 ・ 照明用ポール ・ ）

１３． コンクリート工事

受変電盤基礎 （ ・ 強度試験 （ ・ 公共試験機関 ・ ＪＩＳ工場 ） ・ 構造体強度補正値（Ｓ）による補正 ・ 調合表提出

・ アルカリ骨材反応抑制対策確認 ・ 鉄筋材料の規格品証明書提出 ）

※強度試験の立会いについて， 試験を公共試験機関で行う場合は， 現場代理人又は主任（監理）技術者が， ＪＩＳ工場の場合は，

監督員と現場代理人又は主任（監理）技術者が行うものとする．

（２） 空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係

法令に基づき，作業や手続きを行う． 家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理する

こと．

株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

（２号館・渡り廊下１，２）

－／－

電気工事仕様書

Ｅ－０１

図示設備の撤去工事一式．

２号館解体工事に伴い， １号館より宿泊訓練棟への迂回工事を行う．

２号館解体工事に伴い， １号館より宿泊訓練棟への迂回工事を行う．

警報設備 ２号館解体工事に伴い， １号館への迂回工事を行う．



株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８
全体配置図

Ｅ－０２１／７００
Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

ポンプ庫

部室②

実習棟①

渡り廊下８

ホ゛イラー室
渡り廊下７

農業棟

渡り廊下６

１号館

武道場

廃棄物置場

焼却炉

２号館

倉庫１

温室② 温室①

水槽

倉庫２

農薬庫

屋外ＷＣ

部室①

林産実習室

キューヒ゛クル

実習棟②

庭園

体育館

宿泊訓練棟

テニスコート

テニスコート

コ゛ミ置場

ガレージ

自転車置場倉庫

車庫

車庫

２４．９７

自動販売機

廊下

自転車置場

自転車置場

自転車置場

自転車置場

駐車場
貯水槽

掲揚台野球部倉庫

トイレ
倉庫

倉庫

倉庫

園芸実習室

浄化槽

室内練習場

温室

自転車置場

自転車置場

倉庫

ビニールハウス

温室

温室

温室

倉庫

自転車置場

環境緑化
プラント

農具庫

スクールバス車庫

植込

渡り廊下９

ビニールハウス

植物工場ラボ

３号館 車庫

園芸棟

体育器具庫

渡り廊下５

渡り廊下１

昇降口
国際交流室

渡り廊下４

渡り廊下３渡り廊下２

プロパン置場

全体配置図 Ｓ＝１ ／ ７ ０ ０

Ｎ

受水槽

ブロアー庫

（全体）

以降（Ｅ－０３～０６）図参照



倉庫

１階平面図 Ｓ＝ １ ／ ２ ０ ０

株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

押入ＰＳ

ＰＳ

浴室

脱衣室

廊下

校長室
事務室ホール

廊下

生徒昇降口

渡り廊下２ 渡り廊下３

車 寄

前室

自火報受信機 撤去

３０回線 壁掛型

生徒指導室

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ６０ －３Ｃ，Ｅ５．５ （６３）

ＣＶ １４ －３Ｃ，Ｅ５．５ （３１） Ｐ．Ｂ ３００×２００（ＳＵＳ，ＷＰ）

ＣＶ ６０ －３Ｃ，Ｅ５．５ （６３）

ＣＶ １４ －３Ｃ，Ｅ５．５ （３１）

調理実習室

Ｌ－１

Ｌ－１※

ローカ

洗面所

ＷＣ（女）

渡り廊下１

Ｍ－１
ＷＨＭｘ１，３Ｐ１００Ａｘ１，３Ｐ６０Ａｘ１

保健室

物入

調理実習準備室
進路指導室

教育研修室
応接室

玄関

ＬＡ－１

昇降口

１０Ｐｒ

２０Ｐｒ

物入

２０Ｐｒ

２０Ｐｒ

１／２００

（２号館・渡り廊下１，２，３、昇降口）

１階電気設備撤去図

※ ＬＡ－１

※ ＬＡ１－１

収納室収納室前室

教育相談室

技師室

男ＷＣ 女ＷＣ

６７０Ｗｘ１，２２０Ｈ（埋め込み）

４５０Ｗｘ５５０Ｈｘ１６０（露出）
３Ｐ５０Ａｘ４

職員室冷房動力盤 撤去

４００Ｗｘ５７０Ｈ（埋め込み）

４１０Ｗｘ４３０Ｈ（埋め込み）

ＬＡ１－１

（３１）ｘ１，（２５）ｘ５，（１９）ｘ２

（
３
１
）
ｘ
２

（３１）ｘ１，（２５）ｘ５，（１９）ｘ２
Ｐ．Ｂ ３００×２００（ＳＵＳ，ＷＰ）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ６０ －３Ｃ，Ｅ５．５ （ＦＥＰ６５）

ＣＶ １４ －３Ｃ，Ｅ５．５ （ＦＥＰ３０）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （ＦＥＰ４０）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （ＦＥＰ４０）

新設植物工場用開閉器盤 撤去

Ｐ．Ｂ ３５０ ×２５０，ＷＰ

クリーンルーム電源用 撤去

ＭＣＣＢ ３Ｐ１００Ａｘ３，２Ｐ２０Ａｘ７ ＭＣＣＢ ３Ｐ７５Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ１０

ＭＣＣＢ ３Ｐ４０Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ６

ＭＣＣＢ ３Ｐ１２５Ａｘ２

１号館電源送り用開閉器盤 撤去

ＭＣＣＢ ３Ｐ２００Ａｘ２

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＨＩＶＥ７０）

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＨＩＶＥ７０）

Ｐ．Ｂ ４００×２００（ＶＥ，ＷＰ）

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＨＩＶＥ７０）

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＨＩＶＥ７０）

Ｐ．Ｂ ４００×２００（ＶＥ，ＷＰ）

Ｐ．Ｂ ４００×２００（ＶＥ，ＷＰ）

１号館

１号館電源盤

（Ｓ－１）流用

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＦＥＰ８０）

ＥＭ－ＣＥＴ １００ （ＦＥＰ８０）

２号館等解体工事
Ｅ－０３

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

廊下 撤去器具

１１

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

２

数渡り廊下３ 撤去器具

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

男ＷＣ 撤去器具

２

数

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

女ＷＣ 撤去器具

２

数

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

ＵＰ

ＰＢ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

国際交流室 物入

既存キュービクル 撤去

警報盤 取外し移設再使用

１０窓 壁掛型

ハンドホール 撤去

Ｈ１－９、Ｒ８Ｋ

ハンドホール 撤去

Ｈ１－９、Ｒ８Ｋ

Ｐ

Ｂ

※注記

及び配管配線類も全て撤去処分とする。

◎図示分電盤・照明器具・感知器類・プルボックス

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

２

数

逆富士型

既設アスファルト舗装解体復旧部を示す

※カッター切り、集積、積込み、復旧共

渡り廊下２ 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×４
埋込型

校長室 撤去器具

８

数 生徒指導室（前室含む） 撤去器具

４

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ２０Ｗ×２
１

逆富士型

教育相談室（前室含む） 撤去器具

４

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

技師室 撤去器具

２

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１

逆富士型

脱衣室・浴室 撤去器具

２

数

ＩＬ６０Ｗ×１
シーリングライト

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

ＩＬ６０Ｗ×１
ダウンライト

１

１

ＩＬ６０Ｗ×１
ダウンライト

収納庫 撤去器具 数

２

応接室 撤去器具

２

数

ＦＬ４０Ｗ×４
埋込型

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

事務室 撤去器具

１０

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１

逆富士型

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

ホール・玄関・車寄 撤去器具 数

２

ＩＬ６０Ｗ×１
ダウンライト

１５

シーリングライト
ＦＣＬ４０Ｗ×１

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

保健室 撤去器具

４

数

２

教育研修室 撤去器具

２

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

進路指導室 撤去器具

４

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

生徒昇降口 撤去器具

２

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

ＦＣＬ４０Ｗ×１
シーリングライト

４

ＩＬ６０Ｗ×１
ブラケット

１

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
ブラケット

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

洗面所 撤去器具

１

数

２

ＷＣ（女） 撤去器具

２

数

調理実習室 撤去器具

１５

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２

ＦＬ１５Ｗ×１
殺菌灯

４

調理実習準備室 撤去器具

１

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１

逆富士型

１
逆富士型

数

６

渡り廊下１ 撤去器具

数

ＦＬ２０Ｗ×１

国際交流室 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×１



４０Ｐｒ

株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

２階平面図 Ｓ＝１ ／ ２ ０ ０

ＵＰ

ＤＮ

ＵＰ

ＤＮ

エキスパンション

男ＷＣ 女ＷＣ

廊下

ＰＳ

ベランダ

渡り廊下１

渡り廊下３

渡り廊下２

エキスパンション

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）×２

被覆教室

被覆準備室

Ｌ－２

※ Ｌ－２ ３Ｐ１００Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ１６

ローカ

洗面所

ＷＣ（男）

男子職員休憩室 女子職員休憩室

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

スタジオ

印刷室

廊下

ＬＡ－２

教材室

指導室

職員室
放送室 ２０Ｐｒ

（２号館・渡り廊下１，２）

１／２００

２階電気設備撤去図

社会科準備室

社会科教室

※

※注記

ＬＡ－２ ３Ｐ７５Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ１０

ＬＡ２－１

※ ＬＡ２－１ ３Ｐ４０Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ６

ＴＡ９４１１Ｎ

４７０Ｗｘ５６０Ｈ（埋め込み）

４３０Ｗｘ４３０Ｈ（埋め込み）

５３０Ｗｘ９３０Ｈ（埋め込み）

Ｅ－０４

Ｐ

Ｂ

ＰＢ ＰＢ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

及び配管配線類も全て撤去処分とする。

◎図示分電盤・照明器具・感知器類・プルボックス

社会科教室 撤去器具 数

逆富士型

社会科準備室 撤去器具 数職員室 撤去器具 数教材室 撤去器具 数 放送室 撤去器具 数女子職員休憩室 撤去器具 数洗面所 撤去器具 数

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
ブラケット

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

２４
ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２

ＦＬ４０Ｗ×２
２

逆富士型
ＦＬ４０Ｗ×２
反射笠付型

３６
ＦＬ４０Ｗ×２

２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

２

ＦＬ４０Ｗ×２
１

逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×２

スタジオ 撤去器具

１

数

逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×２

印刷室 撤去器具

１

数

逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×２

指導室 撤去器具

４

数

逆富士型

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

１

ＦＬ４０Ｗ×１
６

逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１

男子職員休憩室 撤去器具

６

数

逆富士型

１

２

ＷＣ（男） 撤去器具

２

数

２

数

１

数

被覆教室 撤去器具

９

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２

被覆準備室 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

渡り廊下１ 撤去器具

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

廊下 撤去器具

９

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

男ＷＣ 撤去器具

２

数

１

女ＷＣ 撤去器具

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

２

１

数

渡り廊下２ 撤去器具 数

２
ＦＬ２０Ｗ×１



３Ｐ６０Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ８※

廊下廊下

ＰＳ
ＤＮ

ＵＰ

ＵＰ

ベランダ ベランダ

畜産肥料実験準備室

ＵＰ

エキスパンション

３階平面図 Ｓ＝１ ／ ２ ０ ０

渡り廊下２

渡り廊下１

株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）×２

生物生産実験室

天秤室

ローカ

ＣＲ（３１ＨＲ） ＣＲ（３２ＨＲ）

Ｌ－３

※ Ｌ－３ ３Ｐ１００Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ１１

ＬＡ－３

物入踏込 踏込

３帖

茶室６帖

ＣＲ（３３ＨＲ） ＣＲ（特別教室４）

礼法室１８帖

（２号館）

１／２００

３階電気設備撤去図

視聴覚準備室 視聴覚教室

４０Ｐｒ

ＬＡ－３

ＬＡ３－１

※ ＬＡ３－１ ３Ｐ５０Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ８

※注記

及び配管配線類も全て撤去処分とする。

◎図示分電盤・照明器具・感知器類・プルボックス

洗面所

ＷＣ（男）

洗面所

ＷＣ（女）

４３０Ｗｘ５２０Ｈ（埋め込み）

４１０Ｗｘ４３０Ｈ（埋め込み）

５２０Ｗｘ１，７０Ｈ（埋め込み）

４０Ｐｒ

調光盤

６００Ｗｘ３００Ｈｘ２００（露出）

Ｅ－０５

廊下 撤去器具

９

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＰＢＰＢ

Ｐ

Ｂ

ＣＬ
ＣＬ

ＣＬ

逆富士型

１

視聴覚教室 撤去器具

３

数

２

ＦＬ４０Ｗ×１
埋込型

黒板灯
ＦＬ４０Ｗ×１

ＦＬ４０Ｗ×２
埋込型

１５

視聴覚準備室 撤去器具 数

２
ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＷＣ（女）（洗面所含む） 撤去器具 数 ＣＲ（３１ＨＲ） 撤去器具 数 ＣＲ（３２ＨＲ） 撤去器具 数 ＣＲ（３３ＨＲ） 撤去器具 数 ＣＲ（特別教室４） 撤去器具 数 礼法室・茶室 撤去器具 数

２
ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１

ブラケット

２

数

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１

ブラケット

ＷＣ（男）（洗面所含む） 撤去器具

１２
ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２

１２

２

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

黒板灯
ＦＬ４０Ｗ×１

１２

２

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

黒板灯
ＦＬ４０Ｗ×１

１２

２

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

黒板灯
ＦＬ４０Ｗ×１

２
ＦＣＬ３５Ｗ＋４５Ｗ
ペンダントライト

ＦＬ４０Ｗ×２
反射笠付型

２

２

ＦＬ２０Ｗ×１
直付型

１

ＩＬ６０Ｗ×１
シーリングライト

ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

２

ＦＬ２０Ｗ×１
キッチンライト

１

ＩＬ１２０Ｗ×１
シーリングライト

１

生物生産実験室 撤去器具 数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

天秤室 撤去器具

１

数

１

数ＦＬ２０Ｗ×２
逆富士型

９

２

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

畜産肥料実験準備室 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×１



３Ｐ１２５Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ１８

ＬＡ－４

株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所
工事名

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

ＰＳ

ＵＰ

コンピューター教室

ＵＰ

ＤＮ

ベランダ ベランダ

廊下

ＤＮ

ＤＮ

４階平面図 Ｓ＝１ ／ ２ ０ ０

Ｒ階平面図 Ｓ＝１ ／ ２ ０ ０

ＰＨＲ階平面図 Ｓ＝１ ／ ２ ０ ０

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

廊下

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８

Ｌ－Ａ

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８

露出配管隠ぺい配線

隠ぺい配線

Ｍ－Ａ

Ｐ．Ｂ ３００×２００（ＳＵＳ，ＷＰ） Ｐ．Ｂ ３００×２００（ＳＵＳ，ＷＰ）

Ｐ．Ｂ ３００×２００

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ３８ －３Ｃ，Ｅ８ （５１）

ＣＶ ６０ －３Ｃ，Ｅ５．５ （６３）

ＣＶ １４ －３Ｃ，Ｅ５．５ （３１）

Ｍ－４

ＣＶ １４ －３Ｃ，Ｅ５．５ （３１）

１

ＭＵＣ

ＭＵＣ

２

ＶＶＦ ２．６－３Ｃ，Ｅ２．０（２５）

ＣＶ ５．５ －３Ｃ，Ｅ２．０（２５）

ＣＡＩ教室

Ｌ－４

Ｍ－４ ３Ｐ６０Ａ＋３Ｐ３０Ａ※

※ ３Ｐ１００Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ２２

３Ｐ１００Ａｘ１

３Ｐ７５Ａｘ２

空調室外機

空調室外機

※注記

及び配管配線類も全て撤去処分とする。

◎図示分電盤・照明器具・感知器類・プルボックス

◎空調機等の撤去は別途とする。

ローカ

ＣＲ（特別教室５）農業情報処理準備室

ＰＨ

Ｌ－４

家庭準備室Ｂ

家庭準備室Ａ
ＣＲ（特別教室６） ＣＲ（特別教室７）

ＰＨ

（２号館）

１／２００

音楽教室

ステージ

※ ＬＡ－４

ＬＡ４－１

音楽準備室

※ ＬＡ４－１ ３Ｐ４０Ａｘ１，２Ｐ２０Ａｘ６

洗面所

ＷＣ（男）

ＷＣ（女）

５７０Ｗｘ９７０Ｈ（埋め込み）

４１０Ｗｘ４３０Ｈ（埋め込み）

６００Ｗｘ１，２００Ｈｘ２００（露出）

Ｅ－０６

４階、Ｒ階、ＰＨＲ階電気設備撤去図

洗面所

ＰＢＰ Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

ＳＳＳ

Ｓ

Ｓ

廊下 撤去器具

９

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

ＰＨ 撤去器具

２

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

ＣＬ

Ｓ Ｓ

ＰＨ 撤去器具

２

数

ＦＬ２０Ｗ×１
逆富士型

２Ｐ２０Ａｘ２０

逆富士型

２４

数

２

数

ＣＡＩ教室 撤去器具 音楽準備室 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×２
直付型

ＦＬ４０Ｗ×１

逆富士型

黒板灯
ＦＬ４０Ｗ×１

黒板灯

数

ＦＬ４０Ｗ×２
直付型

２

数

ＦＬ４０Ｗ×２
逆富士型

農業情報処理準備室 撤去器具

２

数

１８

２

ＦＬ４０Ｗ×１

ＩＬ４０Ｗ×１

逆富士型

ダウンライト
１２

ＩＬ６０Ｗ×１
シーリングライト

１

Ｗ．Ｃ（女）（洗面所含む） 撤去器具 数 ＣＲ（特別教室５） 撤去器具 数

２
ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
１１

ブラケット
２

２

ブラケット

Ｗ．Ｃ（男）（洗面所含む） 撤去器具

ＣＲ（特別教室６） 撤去器具 数 ＣＲ（特別教室７） 撤去器具

２ １２

１２ １２

数

音楽教室 撤去器具

数

ＦＬ４０Ｗ×１ ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２０
逆富士型

ＦＬ４０Ｗ×１
逆富士型

数

ＦＬ４０Ｗ×１

ＩＬ６０Ｗ×１
ダウンライト

５

１
ＦＬ２０Ｗ×１
ブラケット

ＦＬ４０Ｗ×１
黒板灯

２
コンピューター教室 撤去器具

ＣＲ（特別教室７） 撤去器具

ＦＬ４０Ｗ×２



（接点付）
２００Ａ ＰＦ付
ＬＢＳ ７．２ＫＶ

油入式

ＴＲ

６，６６００／２１０－１０５Ｖ

１φ３Ｗ １００ｋＶＡ

ＶＳ

Ｖ
ＰＦ

ＭＤＡ

配
線
用
遮
断
器

負
荷
名
称

幹
線

番
号

Ａ
Ｔ

Ａ
Ｆ

Ｐ
負
荷
容
量

幹
線

サ
イ
ズ

３ ３ ３

１
０
０

３ ３

１
０
０

３

１
０
０

５
０

３

１
０
０

３

１
０
０

３

１
０
０

１
０
０

３ ３

１
０
０

７
５

１
０
０

１ ２ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０

１
１

１
２

１
３

１
４

Ｍ
－
２

２
８
．
２

Ｃ
Ｖ

２
２

－
３
Ｃ

Ｆ
Ｐ
Ｃ

１
４

－
３
Ｃ

４
．
６

消
火
ポ
ン
プ

１
０
０

６
０

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

１
０
０

１
０
０

１
５
．
０

２
２

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

３
号
棟
（
Ｍ
Ｌ
－
１
）

８
．
２

２
２

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

６
０

７
５

水
耕
温
室

８
．
７

２
２

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

校
長
室
・
事
務
室

エ
ア
コ
ン

７
．
９

４
０

Ｃ
Ｖ

８
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

８
－
３
Ｃ

新
温
室
動
力

揚
水
ポ
ン
プ
室

準
備
室
動
力

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

（
Ｍ
－
１
）

職
員
室
ク
ー
ラ
ー

３
．
８

１
９
．
６

Ｃ
Ｖ

３
８

－
３
Ｃ

４
．
６

Ｃ
Ｖ

１
４

－
３
Ｃ

５
０

２
０

１
０
０

６
０

動
力

４
階
パ
ソ
コ
ン
室

２
２
５

２
０
０

１
５
．
０

５
．
０

３
７
．
５

１
０
．
３

Ｃ
Ｖ
Ｔ

３
８ Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｖ

２
２

－
３
Ｃ

３ ３

開
閉
器
盤
（
Ｓ
－
１
）

中
継
Ｐ
・
汚
水
Ｐ

３
１
０
０

７
５

農
業
実
習
棟

宿
泊
訓
練
棟

保
健
室
ク
ー
ラ
ー

４
階
Ｃ
Ａ
Ｉ
室
空
調
機

１
０
０

１
０
０

１
５

準
備
室
電
灯

１
６

１
７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
１

１
２

１
３

１
４

１
５

点
検
用
コ
ン
セ
ン
ト

警
報
盤

Ｆ
Ａ
Ｎ
、
Ｆ
Ｌ

Ｄ
Ｇ
Ｒ
、
Ｌ
Ｇ
Ｒ

５
０

２
０

２

ｋ
Ｖ
Ａ

５
０

２
０

２

ｋ
Ｖ
Ａ

５
０

２
０

２

７
５

１
０
０

３

Ｃ
Ｖ

２
６
．
０

３
２
０
０

２
２
５

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

ｋ
Ｖ
Ａ

３
８

Ｃ
Ｖ
Ｔ

１
４
．
０

ｋ
Ｖ
Ａ

４
階
パ
ソ
コ
ン
室

武
道
館

Ｖ
Ｖ
Ｒ

１
４

－
３
Ｃ

５
．
３

５
０

５
０

ｋ
Ｖ
Ａ

３

８
－
３
Ｃ

２
２

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｖ

１
．
５

１
２
．
５

２
０

５
０

６
０

１
０
０

揚
水
ポ
ン
プ
室

宿
泊
訓
練
棟

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

３ ３

３
８

－
３
Ｃ

２
２

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｖ

１
９
．
５

２
１
．
５

６
０

１
０
０

農
業
実
習
棟

既
設
分
電
盤
（
１
号
館
）

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

１
０
０

１
０
０

３ ３

１
５
０

－
３
Ｃ

３
８

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｖ

３
３
．
７

２
５
．
１

２
０
０

２
２
５

１
０
０

１
０
０

３
号
棟

体
育
館

ｋ
Ｖ
Ａ

ｋ
Ｖ
Ａ

３ ３

８
０

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

１
８
．
２

１
７
５

２
号
棟
（
東
）

（
Ｌ
Ａ
－
１
）

ｋ
Ｖ
Ａ

２
２
５

３

１
０
０

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

３
５
．
７

２
０
０

本
館
（
Ｌ
－
１
）

ｋ
Ｖ
Ａ

２
２
５

３

ブ
ロ
ア
ー
庫

２
０

５
０

２

１
０
０

４
階
Ｃ
Ａ
Ｉ
室
電
源

３
１
０
０

サ
イ
ズ

幹
線

負
荷
容
量

Ｐ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｔ

番
号

幹
線

負
荷
名
称

配
線
用
遮
断
器

第２キュービクル

Ｔｒ３φ ７５ｋＶＡ
Ｔｒ１φ ２０ｋＶＡ

Ｔ
タイマー

ＦＡＮ

０～４０℃

自動温度スイッチ

ドアスイッチ
ＬＥＤ照明

２Ｅ メンテナンス用
コンセント

ＡＣ １００Ｖ

屋外

Ｉ

６，６６００／２１０Ｖ

ＴＲ

油入式

ＬＧＲ

ＬＧＲ

Ｌ＝６％

ＥＤ
（ＥＬＢ）

ＢＥＥ Ａ

ＬＢＳ ７．２ＫＶ
２００Ａ ＰＦ付

５３．２ＫＶａｒ

（接点付）

ＬＢＳ ７．２ＫＶ
２００Ａ ＰＦ付
（接点付）

３φ３Ｗ １００ｋＶＡ

ＶＳ

Ｖ
ＰＦ

ＣＴ
ＭＤＡ

ＣＴ

防火区画

７．２ｋＶ６００Ａ

１２．５ｋＡ

ＶＣＢ

ＶＣＴ ＷＨＭ ＶＡＲ

キュービクル内

３ＰＤＳ

７．２ｋＶ４００Ａ

イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク １２．５ｋＡ

ＦＰＦ
ＶＴ

ＣＴｘ２

ＶＳ

Ｖ

ＣＯＳφ Ｗ Ａ

ＡＳＣＴＴ
Ｉ＞

ＶＴＴ

ＬＢＳ ７．２ＫＶ
２００Ａ ＰＦ付
（接点付）

ＺＰＤ

３

６ｋＶ ＣＶ ２２ －３Ｃ

ＳＲ（モールド）

ＳＣ（油入）

負
荷
名
称

サ
イ
ズ

幹
線

Ｐ

ＡＦ

ＡＴ

３

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

幹線Ｎｏ．

ＭＣＣＢ

Ｍ－ＰＦ

植
物
工
場
ラ
ボ
（
動
力
）

（
Ｌ
Ｍ
－
１
）
３
φ

３
８

２２５

１２５

３

ＭＣＣＢ

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

２２５

Ｌ－ＰＦ

植
物
工
場
ラ
ボ
（
電
灯
）

（
Ｌ
Ｍ
－
１
）
１
φ

３
８

１２５

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

３
８

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

３
８

既設キュービクル

既設キュービクル 単線結線図

６
０

－
３
Ｃ

６
０
－
３
Ｃ

２，０００

▽ＧＬ

Ｐ．Ｂ ３５０ ×２５０，ＷＰ

植物工場用開閉器盤

モルタル根巻き

ダクターチャンネル

１φ ＥＭ－ＣＥＴ ６０ ，Ｅ１４ （ＦＥＰ６５）

３φ ＥＭ－ＣＥＴ ６０ （ＦＥＰ６５）３φ ＥＭ－ＣＥＴ ３８ ，Ｅ８ （ＦＥＰ５０）

▽ＧＬ

Ｌ－５×５０

Ｌ－５×５０

盤支持用

モルタル根巻き

異種管接続材

ウエッジ式締付方式アンカー Ｍ１０

ＦＥＰ管

ネジ無し電線管

側面開閉器盤取り付け参考図

既設キュービクル参考姿図

ＦＡＮ ＦＡＮ

高圧受電盤 高圧コンデンサー盤 低圧電灯 低圧動力盤

既設キュービクル

既設キュービクル

１φ ＥＭ－ＣＥＴ ３８ ，Ｅ ５．５ （ＦＥＰ５０）（ＥＬＢ）

異種管接続材

ネジ無し電線管

ＥＴ

ＥＤ

植物工場用開閉器盤

３号館クリーンルーム電源用

屋外防水型 鋼板製（指定色塗装）

Ｅ Ｄ

３

３

１号館送り開閉器盤

ＭＣＣＢ３Ｐ２５０Ａ（１φ）
ＭＣＣＢ３Ｐ２００Ａ（３φ）

ｋ
Ｖ
Ａ

１
５
．
７

３
８

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ

プ
ー
ル
・
５
号
棟

３
３

１
０
０

１
０
０

１
０

２
０

５
０

２
２
．
０
－
３
Ｃ

Ｖ
Ｖ
Ｆ

１
．
０

ｋ
Ｖ
Ａ

タ
イ
マ
ー

池
ポ
ン
プ

新設キュービクルより

ＣＶＴ１５０ （ＶＥ８２）×２

工事名
株
会
式

既設キュービクル単線結線
社 橘 建 築 務事 所

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

Ｅ－０７－／－

（２号館）

※仮設用配管配線

Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

全て撤去



工事名
株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８
屋外電気設備撤去図

Ｅ－０８１／３００

ホ゜ンフ゜庫

部室②

渡り廊下６

１号館

武道場

２号館

倉庫１

屋外ＷＣ

部室①

キューヒ゛クル

庭園

体育館

宿泊訓練棟

ゴミ置場

ガレージ

自転車置場
倉庫

車庫

自動販売機

廊下

自
転
車
置
場

自転車置場

駐車場

貯水槽

園芸実習室

室内練習場

自転車置場

自転車置場

自転車置場

農具庫

スクールバス車庫

植込

植物工場ラボ

３号館

車庫

渡り廊下５

渡り廊下１

昇降口

国際交流室

渡り廊下４

渡り廊下３

渡り廊下２

フ゜ロハ゜ン置場

受水槽

農業棟

ＫＥＹＰＬＡＮ

部室

部室

庭園

運動場

テニスコート
園芸棟

実習棟①

農業棟

実習棟②

３号館 車庫

園芸
実習室

植物工場ラボ

庭園庭園

２号館

農具庫

１号館

体育館

武道館

庭園
訓練棟

庭園

テニスコート

庭園

温室

ガレージ

実習室

温室温室温室温室温室

林産

室内練習場

Ｎ 宿泊

倉庫

Ｐ
Ａ
Ｓ

キューヒ゛クル

既設分電盤 既設そのまま

２階 クリーンルーム準備室

ＥＭ－ＣＥＴ３８ 、Ｅ８ （ＦＥＰ５０）＜植物工場ラボ＞３φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ３８ 、Ｅ５．５ （ＦＥＰ５０）＜植物工場ラボ＞１φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ６０ （ＦＥＰ６５）＜クリーンルーム準備室＞３φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ６０ 、Ｅ１４ （ＦＥＰ６５）＜クリーンルーム準備室＞１φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ６０ 、Ｅ１４ （Ｅ６３）＜クリーンルーム準備室＞１φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ６０ （Ｅ６３）＜クリーンルーム準備室＞３φ３Ｗ

Ｈ１－９、Ｒ８Ｋ－６０

ハンドホール 撤去

Ｈ１－９、Ｒ２Ｋ－６０

ハンドホール 撤去

既設動力盤（Ｍ－１） 撤去

職員室クーラー

ＣＶ２２ －３Ｃ、Ｅ５．５ （ＰＥ５４）＜職員室クーラー＞３φ３Ｗ

（２号館・渡り廊下１，２，３、昇降口）Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

ＣＶＴ１５０ （ＶＥ８２）１φ３Ｗ

ＣＶＴ１５０ （ＶＥ８２）３φ３Ｗ

※注記

及び配管配線類も全て撤去処分とする。

◎図示分電盤・ハンドホール・プルボックス

◎疎破線部は既設そのまま。

※仮設用配管配線
※屋外露出配管

Ｐ・ＢＯＸ ５００×５００×３００（樹脂・ＷＰ）

※仮設として２号館解体まで使用（計６か所）

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

Ｐ．ＢＯＸ ４００×４００×３００ ＷＰ
Ｐ．ＢＯＸ ４００×４００×３００ ＷＰ



＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－１）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－２）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－３）・異常一括＞

＜浄化槽制御盤・異常一括＞

工事名
株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878
屋外電気設備図

Ｅ－０９1/300

ﾎﾟﾝﾌﾟ庫

部室②

渡り廊下６

１号館

武道場

２号館

倉庫1

屋外ＷＣ

部室①

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ庭園

体育館

宿泊訓練棟

ゴミ置場

ガレージ

自転車置場
倉庫

車庫

自動販売機

廊下

自
転
車
置
場

自転車置場

駐車場

貯水槽

園芸実習室

室内練習場

自転車置場

自転車置場

自転車置場

農具庫

スクールバス車庫

植込

植物工場ラボ

３号館

車庫

渡り廊下５

渡り廊下１

昇降口

国際交流室

渡り廊下4

渡り廊下３
渡り廊下２

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場

農業棟

ＫＥＹＰＬＡＮ

部室

部室

庭園

運動場

テニスコート
園芸棟

実習棟①

農業棟

実習棟②

３号館 車庫

園芸
実習室

植物工場ラボ

庭園庭園

２号館

農具庫

１号館

体育館

武道館

庭園
訓練棟

庭園

テニスコート

庭園

温室

ガレージ

実習室

温室温室温室温室温室

林産

室内練習場

Ｎ 宿泊

倉庫

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

（２号館・渡り廊下１，２，３、昇降口）Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

２階職員室

既設　ＥＭ－ＣＥＥ２　－４Ｃ（ＦＥＰ３０）

既設管路に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を入線。ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－４Ｃ＜キュービクル・異常一括＞

既設　Ｐ・ＢＯＸ　８００×８００×４００（Ｚ３５・ＷＰ）

既設ハンドホール内で既設配線と接続

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－２）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－３）・異常一括＞

＜浄化槽制御盤・異常一括＞

＜キュービクル・異常一括＞

※既設ハンドホール再使用の上
　必要のない開口穴は穴埋め補修のこと。

既設自火報受信機

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２０Ｃ

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－１）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－２）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－３）・異常一括＞

＜浄化槽制御盤・異常一括＞

＜キュービクル・異常一括＞

＜給水ポンプ制御盤・異常一括＞

＜消火ポンプ制御盤・異常一括＞

※上部下部２か所

既設警報盤　移設再取付

※総合盤に取付けとする。
※銘板変更共

１０回線を撤去し，２０回線に取替
総合盤内自火報受信機Ｐ型１級

Ｐ・ＢＯＸ　３００×３００×２００（Ｚ３５・ＷＰ）

既設アスファルト舗装解体復旧部を示す

※カッター切り、集積、積込み、復旧共

ハンドホール　新設

※Ｈ１－６、Ｒ８Ｋ－６０

Ｐ・ＢＯＸ　３００×３００×２００（Ｚ３５・ＷＰ）

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ（ＦＥＰ３０）＜放　送＞

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜自火報＞

（ＦＥＰ３０）＜予　備＞

※２号館事務室より移設※天井内配線

※上部下部２か所

貫通穴明け補修共
ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ（ＦＥＰ３０）＜放　送＞

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜自火報＞

（ＦＥＰ３０）＜予　備＞

既設アスファルト舗装解体部を示す

※カッター切り、集積、積込み共

＜キュービクル・異常一括＞

＜デマンド・警報＞ ＜デマンド・警報＞

＜キュービクル・異常一括＞

＜デマンド・警報＞

＜デマンド・警報＞

＜デマンド・警報＞

デマンド警報器　（別途工事）

既存Ｐ・ＢＯＸ　３００×３００×１００（Ｚ３５・ＷＰ）

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２０Ｃ

※既設弱電ケーブル用
　メッセンジャーワイヤーに共架

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２０Ｃ

※既設弱電ケーブル用
　メッセンジャーワイヤーに共架

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２０Ｃ（既存ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－４Ｃ（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－１）・異常一括＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－１２Ｃ（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ） ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－４Ｃ（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

既設Ｐ．ＢＯＸ内で放送ＡＥ１．２－３Ｃに接続

※代表信号１回線を１号館２０回線に取込み

※立ち上げ部の配管は，(Ｇ１６)

既設Ｐ．ＢＯＸ内で自火報ＡＥ１．２－２Ｃに接続

＜給水ポンプ制御盤・異常一括＞

＜消火ポンプ制御盤・異常一括＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－４Ｃ（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

※屋上まで立上げ配管配線は本工事

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－１）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－２）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－３）・異常一括＞

＜浄化槽制御盤・異常一括＞

＜キュービクル・異常一括＞

＜給水ポンプ制御盤・異常一括＞

＜消火ポンプ制御盤・異常一括＞

＜デマンド・警報＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２０Ｃ（Ｇ２８）

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－１２Ｃ（ＦＥＰ３０，立ち上がりはＧ１６）

犬走り部はつり補修

Ｐ・ＢＯＸ　２００×２００×１００（Ｚ３５・ＷＰ）

＜デマンド・警報＞

＜キュービクル・異常一括＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－４Ｃ（Ｇ１６）

既設Ｐ・ＢＯＸ　２００×２００×１００（Ｚ３５・ＷＰ）

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－８Ｃ

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－１）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－２）・異常一括＞

＜排水ポンプ制御盤（Ｐ－３）・異常一括＞

＜浄化槽制御盤・異常一括＞

既設アスファルト舗装解体復旧部を示す

※カッター切り、集積、積込み、復旧共

※天井内配線

既設Ｐ・ＢＯＸ　２００×２００×１００（Ｚ３５・ＷＰ）

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－８Ｃ（ＦＥＰ３０，立ち上がりはＧ２２(塗装)）

既設Ｐ・ＢＯＸ　３００×３００×１００（Ｚ３５・ＷＰ）



工事名
株式
会社 橘 建 築 務事 所

一級建築士登録 第１０８４５７号 浜岡孝幸

〒７ ７ ０ － ０ ８ ６ ８ 徳島市福島２丁目５番９号 （株）橘建築事務所

一級建築士事務所 登録番号 徳島県知事 登録第６１０１５号 電話（０８８）６２５－７８７８
支障物件確認図

Ｅ－１０１／３００

ホ゜ンフ゜庫

部室②

渡り廊下６

１号館

武道場

２号館

倉庫１

屋外ＷＣ

部室①

キューヒ゛クル
庭園

体育館

宿泊訓練棟

ゴミ置場

ガレージ

自転車置場
倉庫

車庫

自動販売機

廊下

自
転
車
置
場

自転車置場

駐車場

貯水槽

園芸実習室

室内練習場

自転車置場

自転車置場

自転車置場

農具庫

スクールバス車庫

植込

植物工場ラボ

３号館

車庫

渡り廊下５

渡り廊下１

昇降口

国際交流室

渡り廊下４

渡り廊下３

渡り廊下２

フ゜ロハ゜ン置場

受水槽

農業棟

ＫＥＹＰＬＡＮ

部室

部室

庭園

運動場

テニスコート
園芸棟

実習棟①

農業棟

実習棟②

３号館 車庫

園芸
実習室

植物工場ラボ

庭園庭園

２号館

農具庫

１号館

体育館

武道館

庭園
訓練棟

庭園

テニスコート

庭園

温室

ガレージ

実習室

温室温室温室温室温室

林産

室内練習場

Ｎ 宿泊

倉庫

Ｐ
Ａ
Ｓ

キューヒ゛クル

中継ポンプ槽
既設

既設
中継ポンプ槽

（２号館・渡り廊下１，２，３、昇降口）Ｈ３１営繕 阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

合併処理浄化槽へ
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＜電気：露出配線（動力・電灯）＞

＜電気：露出配線（動力・電灯）＞

＜
電
気
：
地
中
配
線

（動
力
・
電
灯

）＞

＜電気：露出配線（動力・電灯）＞

＜電
気：
架空
配線

（動
力・
電灯

）＞

＜
電
気
：
架
空
配
線

（動
力
・
電
灯

）＞

＜
電
気
：
架
空
配
線

（動
力
・
電
灯

）＞
＜
電
気
：
架
空
配
線

（動
力
・
電
灯

）＞

＜電気：架空配線（動力・電灯）＞

＜
消
火
管
（
体
育
館
）
＞

＜
消
火
管
（
１
号
館
）
＞

＜消火管（体育館）＞

＜消火管（１号館）＞

＜
給
水
管
＞

＜電気：排水ポンプ幹線＞

＜給水管＞

＜ポンプアップ排水管＞

＜ポンプアップ排水管＞

既設ポンプ室付受水槽

＜
給
水
管
＞

＜給水管＞

＜給水管＞

＜電気：排水ポンプ幹線＞
＜ポンプアップ排水管＞＜ポンプアップ排水管＞ ＜ポンプアップ排水管＞

＜
電
気
：
高
圧
配
管
配
線
＞

＜給水管＞

＜
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
排
水
管
＞

＜ポンプアップ排水管＞
＜電気：排水ポンプ幹線＞

＜ポンプアップ排水管＞
＜電気：排水ポンプ幹線＞

＜
電
気
：
３
号
館
幹
線
＞

◎地下埋設物への影響が予想される場所では， 施工に先立ち， 原則として試掘を行い， 当該埋設物の種類， 位置（平面・深さ），

規格， 構造等を確認しなければならない．

◎受注者は， 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し， 支障を及ぼさないような措置を施さなければならな

◎受注者は，工事の施工箇所及び周辺にある地上地下の既設構造物について，工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに

調査を行い「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから，工事着手すること．

い．万一，損傷を与えた場合は，ただちに監督員に報告するとともに，施設の運営に支障がないよう受注者の負担でその都

度補修又は補償すること．

※支障物件特記

ＨＨ

ＨＨ

＜電気：１号館幹線＞

＜電気：高圧配管配線＞

＜電気：３号館幹線＞

＜電気：高圧配管配線＞
ＨＨ

＜電気：ＬＥＤ植物工場幹線＞

ＨＨ

＜
電
気
：
架
空
配
線
（自
火
報
）＞

＜
電
気
：
架
空
配
線
（弱
電
）＞

ＨＨ

＜給水管＞

＜電気：排水ポンプ幹線＞

＜
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
排
水
管
＞
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一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

管工事仕様書

品　　　　目 機　材　名　・　注　記

ボイラー

温水発生機

ポンプ類

タンク

鋼製簡易ボイラー, 鋳鉄製ボイラー, 鋼製小型ボイラー, 鋼製ボイラー

真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製), 無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)

横形遠心ポンプ, 立形遠心ポンプ, 水中モーターポンプ(汚水用, 雑排水用, 汚物用)

マンホールふた, 弁桝ふた

スプリンクラー消火システム, 不活性ガス消火システム, 泡消火システム

鋳鉄製ふた

FRP製パネルタンク, ステンレス鋼板製パネルタンク(溶接組立形, ボルト組立形)

密閉形隔膜式膨脹タンク(給湯用)

消火装置

I. 工事種目

II. 共通仕様

特記仕様書及び図面に記載されていない事項は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工

とする.

III. 特記仕様1(一般共通事項)

1.　本工事に必要な工事用電力, 水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む.

　　官公署その他への届出手続等は(標仕 <1>1.1.3)により行う. なお, (監理指針 <1>1.1.4)を参考とする.

2.　工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し, 監督員に提出する. また, 品質計画及び工種

　　別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し, 監督員に提出する. 品質計画及び施工図等については, 

　　監督員の承諾を受ける. (標仕 <1>1.2.2, <1>1.2.3) 

    品質管理は, 適切な時期に品質計画に基づき確認, 試験又は検査を行う. 結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は,

　　品質計画にしたがって適切な処理を施す. 

  　また, その原因を検討し, 再発防止のための必要な処置をとる. (標仕 <1>1.3.4, 監理指針 <1>1.3.4)

    使用する機材が, 設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料 (製作図，試験成績書を含む) を監督員に

　　提出する.  (JISマーク等表示品を除く) (標仕 <1> 1.4.2)

　　上記の施工計画書には, 「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること.

3.　設計図書に疑義が生じたり, 現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたとき

　　は, 「疑義に対する協議等」(標仕 <1>1.1.8)による.

4.  本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については, 工事着手前に資格者名簿を提出する.

5.  本工事のうち建築工事, 電気工事及び管工事について下請業者を使用する場合は, 工事の施工に十分な能力と経験を有した

6.  機器類は, 図示する形状又は配管などの取出し位置等により, 特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない.

7. 既存のコンクリート床, 壁等の配管貫通部の穴明けは, 原則としてダイヤモンドカッターによる. (改修標仕 <2>4.1.3)

　　梁, スラブ等の構造体貫通の場合は, 施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する.

8. 本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は, 既成にならい補修する.

9. 発生材の処理等は, 「発生材の処理等」(標仕 <1>1.3.9)により行う.

    (1) PCBを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする.

IV. 特記仕様2(特記事項)

1.  配管の吊り及び支持は, 「標仕」及び「標準図」に従い行う. (標仕 <2>2.6.1, <2>2.6.3)

2.  床下土中埋設配管についても吊り又は支持を行い, 管の保護のため砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土で

　　埋め戻す.

3.  管(排水管を除く)を屋外土中埋設する場合は管の保護のため砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土で埋め戻

　　し, 地中埋設表示(表示テープ及び埋設標)を行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

4.  排水管を屋外土中埋設する場合は, 「標仕」の当該事項に従い根切り底には再生クラッシャーランを遣り方にならい敷き込

　　み, 突き固めた後, 管をなじみ良く布設する. 埋め戻しは, 砂の類で管の周囲を埋め戻し十分充てんした後, 掘削土の良質

　　土で所定の埋め戻しを行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

5.  給湯管のコンクリート及びコンクリートブロック埋設部は被覆銅管を, 床下土中埋設部は保温付被覆銅管をそれぞれ使用す

　　る.

6.  ガス管のコンクリート及びコンクリートブロック埋設部, 床下土中埋設部は, 合成樹脂被覆鋼管を使用する.

7.  スリーブ材料については, (標仕 <2>2.2.27, 監理指針 <2>2.2.27)による. 貫通部の処理については, (標仕 <2>2.8.1, 標

　　準図 施工1, 監理指針 <2>2.8.1)による. なお, 紙製仮枠を用いる場合は, 変形防止の措置を講じる.

8.  液化石油ガス設備は, 液化石油ガス設備士により気密試験を行い試験成績書を提出する.

9.  弁類で, 公営水道に直結する配管に使用するものは JIS-10Kとし, 高置水槽以降の配管に使用するものはJIS-5Kとする.

　　ただし, 特記部分は JIS-10Kとする.

10. 保温工事種別について, 給水管, 排水管及び給湯管は, 原則グラスウール保温材とする. 給水管の床下, 暗渠内及び屋外露

　　出部分は, ポリスチレンフォーム保温材とする. ただし, 耐火二層管は保温を行わない.

11. 消火管の屋外露出部分については, ポリスチレンフォーム保温材により保温を行う.

12. 給水用配管で, ポンプ廻りの防振継手, フレキシブルジョイント及び弁は保温を行わない.　

13. ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト, ナットはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とし, 屋外

VI. 機材等

1.  本工事に使用する材料・機材等は, 設計図書に定める品質及び性能を有するもの, 又は同等のものとする. ただし, 同等の

　　ものを使用する場合は, あらかじめ監督員の承諾を受ける.

2.　下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(3)の事項を満たすものとし, 証明となる資料又は外部機関が発行する

　　品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける.

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること. 

　　(2) 法令等で定めがある場合は, その許可, 認可, 認定又は免許を取得していること. 

　　(3) 製造又は施工の実績があり, その信頼性があること. 

　　者を選定すること.

14. あと施工アンカーボルトの選定については, 次による. 

　　(2) 配管の吊り及び支持材の固定には, その自重に十分耐えうるアンカーを使用する. なお, 耐震支持に使用する躯体取付

　　　  用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとする. 

15. 次に指定する部分の露出する配管, ダクト, 支持金物, 架台等のうち亜鉛めっき面及び合成樹脂面の塗装は行わない.

 　（ ・ダクトスペース, パイプシャフト内　　・　　　　　　　　　　　              　　　　　）

　　硬質塩化ビニル管にカラーパイプを使用する場合は, 監督員との協議により塗装を省略することが出来る.

　　次の部分の露出する電線管, 支持金物, 架台等は塗装を行う.

    ( ・ 一般居室，廊下等　　・              　　　　　                         )

    亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー1種(JIS-K-5633)による化学処理を行った後調合ペイント2回塗りとする.

19. 洗面器類の排水トラップと鋼管又は塩ビ管との接続は, 専用アダプターによる.

20. 機器には名称及び記号を, 配管及びダクトには, 識別表示・用途・流れ方向を記入する. (標仕 <1>1.7.4)

16. 水圧試験, 満水試験, 気密試験等は, 配管途中若しくは隠ぺい, 埋め戻し前又は配管完了後の塗装又は被覆施工前に行う.

　　(標仕 <2>2.9.1)

17. 衛生器具をコンクリート又はれんが壁に取り付ける場合は, エキスパンションボルト又は樹脂製プラグを使用し, 木れんが

　　の場合は, 防腐剤を塗布したものを壁体に埋込む. (標仕 <5>2.1.1)

18. 衛生器具をコンクリートブロック壁面に取り付けする場合は, 補強のため取付部分のブロック内の空洞部分をモルタル等で

　　埋める. また, 間仕切り壁等の場合は, 壁内に補強材を取り付ける. (監理指針 <5>2.1.1)

　　なお, 屋外及び水気のある場所(弁桝内等を含む)での機器の名称・配管識別表示等については, 塗装書き又は耐候性を有す

　　るカッティングシートとし, バルブの状態表示を示す表示札等については, 合成樹脂製又はアクリル製で文字等がシルク印

　　刷又はエッチング加工されたものとする.

　　要領」を提出する.

　　る現場施工型浄化槽の機材の仕様については参考とする.

　　分な防臭性能及び耐候性を有すること.

　〃

給　水

　〃

　〃

　〃　(地中埋設部)

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用ポリエチレン二層管

水道配水用ポリエチレン管

JWWA K 116

JIS K 6762

JWWA K 144

JIS K 6742

JWWA K 116　　SGP-VD (管端防食継手)

①W又は②W

番　号

HIVP

用　　　　途 名　　　　称 備　　考

SGP-VA (管端防食継手)

EF継手

　　屋外布設の厚鋼電線管は, めっき付着量が300g/m

２

のものを使用し, 塗装不要とする.

 　 (3) 屋外に使用するものはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とする. 

21. 機材の検査に伴う試験については, 標仕 <1>1.4.6により行う．製造者において試験方法を定めている項目については, 試

　　験要領書を提出する.

22. ユニット形浄化槽の製作に際しては「製品検査要領」を提出した後, 製品検査を実施する. 現地据付に際しては「据付検査

23. ユニット型浄化槽は国土交通大臣の型式認定品とし, 製造者標準仕様品とする. 「本体構造等」(標仕 <8>3.1.1)で準用す

24. 浄化槽の蓋(枠を含む)は, 溶融亜鉛めっき仕上げの鋼板製若しくは溶融亜鉛めっき仕上げの鋳鉄製とし, 固定が確実で, 十

25. 試運転調整にあたっては, (監理指針 参考資料 資料2 試運転調整法 2.1, 2.2)を参考とする. 低圧屋内配線, 弱電流電線

　　屋内, 屋外及びピット内の支持金物等のうち, ステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製のものは, 原則塗装を行わない.
 

　　(1) 機器類の固定には, 金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し, 次の機器については, 施工後確認試験を

　　    行う．( ・ 受水槽　　・高架水槽　　・給水ポンプ装置　　・　　　　　　　　　　　　 　                    )

V. 使用材料(管材)

事編)(平成28年版)」(ただし, 改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成28年版)」)及び「公共

建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成28年版)」による. なお, 本工事が建築工事又は電気設備工事を含む場合は, それぞ

れの工事に係る標準仕様書による. また, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針(平成28年版)」を参考

10. 耐震施工

　　「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説(平成8年版)(建設大臣官房官庁営繕部監修)」によることとし, 施工は「建築設

　　備耐震設計・施工指針(2005年版)(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)」による.

　　(1) 本工事の建物分類は( 特定の施設 ・ 一般の施設 )であり, 地域係数は( 1.0 ・ 0.9 )とする.

　　(2) 設計用水平地震力は, 機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に, 地域係数及び設計用標

　　　　準水平震度を乗じたものとする. なお, 特記なき場合の設計用水平震度は次による.

　設計用標準水平震度 特定の施設 一般の施設

設置場所

上層階, 　　

屋上及び塔屋

中層階

1階及び地下階

機器種別

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

　　　　　(注) 上層階の定義は次のとおりとする.

　　　　　　　 2～6階の場合は最上階, 7～9階の場合は上層2階, 10～12階建の場合は上層3階, 13階以上の場合は上層4階

　　　　　重要機器　( ・ 防災機器　・ 火気を使用する機器　・ タンク類　・ 　　　　　　　　　　　　　　 )

　　(3) 設計用鉛直地震力は, 設計水平地震力の1/2とし, 水平地震力と同時に働くものとする.

　　　　取付けを行うものとし, 特に計算を行わなくともよい.

　　(4) 質量100kg以下の軽量な機器(標仕の適用を受けるものは除く)の取付については, 機器製造者の指定する方法で確実に

11. 各種荷重計算

    対象機材　( ・ 屋上, 塔屋等に設置する機器  ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

12. 強度計算

    対象機材　( ・ 配管及びダクト支持材　・ 煙道支持材　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

13. コンクリート工事

　　受水槽基礎　　( ・ 強度試験 ( ・ 公共試験機関　・ JIS工場 ) 　・ 構造体強度補正値(S)による補正　・ 調合表提出

　　　　　　 　　　 ・ アルカリ骨材反応抑制対策確認　　・ 鉄筋材料の規格品証明書提出 )

　　※強度試験の立会いについて, 試験を公共試験機関で行う場合は, 現場代理人又は主任(監理)技術者が, JIS工場の場合は, 

　　　監督員と現場代理人又は主任(監理)技術者が行うものとする. 

　　(2) 空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係

　　　　法令に基づき，作業や手続きを行う. 家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理する

　　　　こと.

管工事仕様書

Ｐ－０１

種　　　　目 工　　事　　概　　要

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管        WSP 042 DVLP

排水・通気

　　〃

　　〃

排　水(衛生器具接続部)

　〃　(屋外)

　〃

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

耐火二層管(内管VP) 

下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

JIS K 6741

AS 62

JIS K 6741

VP

RS-VU

VP

給　湯

　〃

　〃　(地中埋設部)

　〃　(コンクリート埋設部)

消　火

　〃　(地中埋設部)

ガ　ス

油

銅管(Mタイプ)

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

保温付被覆銅管

被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管(白)

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(黒)

配管用炭素鋼鋼管(白)

ガス用ポリエチレン管

配管用炭素鋼鋼管(黒)

JIS H 3300

JWWA K 140

JIS G 3452

WSP 041

JIS G 3452

JIS K 6774

JIS G 3452

原管

JIS H 3300

SGP-HVA (管端防食継手)

SGP

SGP-VS

SGP

SGP

　〃　(地中埋設部)

　〃 JIS G 3452 SGP配管用炭素鋼鋼管(白)

　　については絶縁抵抗測定を行う.

（既設配管）

排 　 水 　 設 　 備

給 　 水 　 設 　 備

衛 生 器 具 設 備

給 　 湯 　 設 　 備

図示衛生器具類の撤去処分一式を行う。

図示高架水槽・給水ポンプ・給水配管類の撤去処分一式を行う。

消 　 火 　 設 　 備

ガ 　 ス 　 設 　 備

図示屋内消火栓ポンプ及び屋内消火栓箱の撤去処分一式を行う。

図示汚水排水通気管の撤去処分一式を行う。

図示ガス設備の撤去処分一式を行う。

図示湯沸器等の撤去処分一式を行う。

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）
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橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

管工事系統図
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管工事系統図
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3
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1
1
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1
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汚水雑排水管

通気管

配管類撤去要領

高架水槽撤去

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｇ

2
5

3
2

4
0

5
0

5
0

5
0

1
5

2
0

2
0

Ｇ
Ｇ

6
5

φ５０×２００ﾘｯﾄﾙ／分×４３ｍ×３．７ｋＷ

揚水ポンプ撤去 自吸うず巻き型

円筒型、ＦＲＰ製、３トン

周囲配管配線共

複合板構造

自吸うず巻き型

Ａ

Ｂ

Ｃ

記号

１

台数

１

１

仕　　様

給水ポンプ撤去

消火ポンプ撤去

φ５０×１００ﾘｯﾄﾙ／分×２８ｍ×２．２ｋＷ

ユニット型

φ５０×３００ﾘｯﾄﾙ／分×４５ｍ×３．７ｋＷ

消火ﾎﾟﾝﾌﾟＣＡＢ

7
5

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0

消火管

ガス置換のうえ、既設ガス配管、コック類全て撤去

土間配管以外全て撤去

既設給水ポンプ類撤去

既設消火ポンプ及び消火栓ボックスの撤去

ＧＬ

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

ＰＨＲＦＬ

ＲＦＬ

４ＦＬ

西側ＷＣ部立管
東側ＷＣ部立管

※図示の機器類・器具類・配管類は全て撤去処分とする。

Ｇ

32

2
0

50

5
0

32

Ｇ

32

屋外露出配管

屋外露出配管

5
0

集合装置撤去

ＬＰ庫

Ｇ

32

ＬＰガス管

屋内露出配管類、屋外露出配管類、全て撤去

土間配管、埋設配管以外全て撤去、屋内外露出配管類全て撤去

ＬＰ庫内集合装置撤去、屋内外露出配管類全て撤去

屋内外露出消火配管撤去

給水管

給湯管

2
5

Ｐ－０２

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）
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株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

1/100

エキスパンション

WD1

UP

調理実習準備室

教育研修室

物入

車　寄

渡り廊下

40
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0
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0
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3
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6
5

20 1
0
0

1
0
0

3
0

4
0

20

20

20

P.S

75
65

65

50

100

150

100

30

5
0

男ＷＣ

和風大便器

腰掛便器

洗面器

同上用鏡

同上用化粧棚

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ５０

ＣＯＡ６５

数量

１

２

１

１

４

１

１

１

２

和風大便器

腰掛便器

洗面器

同上用鏡

同上用化粧棚

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

数量

１

２

１

１

１

女ＷＣ

２

掃除流し
１

１

ＣＯＡ５０
１

１

数量ＷＣ（女）

和風大便器

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

同上用鏡（全面）

１

腰掛便器 １

４

６

２組

２組

掃除用流し

数量ＷＣ（女）

Ｌ型手すり １

可動式手すり １

２ＣＯＢ１００

ＣＯＢ５０

Ｔ５Ａ５０

２

１

１階管工事撤去図　S=1/100

１階管工事撤去図

男W.C

①－１ ①－２

洗面所

W.C(女)

床下ﾋﾟｯﾄ内配管を示す。

器具類・配管類共撤去

ｽﾄｰﾙ小便器

校長室事務室

洗面器・化粧棚・化粧鏡撤去

給水栓・ガス湯沸器撤去

ガスコック撤去

ホール

玄関

前室

物入

昇降口

倉庫

前室

教育相談室 技師室

女更衣U P

押入

浴室

土間配管部分（器具のみ撤去）

ｵｲﾙﾀﾝｸ90Ｌ撤去

ｶﾞｽ給湯機20号（床置型）撤去

男更衣

廊下

(HB-1B)１号消火栓箱撤去

玄関

ホール

廊下

①－２
50

×

50

×

50

×

周囲配管SGP50A共

(HB-1B)１号消火栓箱撤去

周囲配管SGP50A共

(HB-1B)１号消火栓箱撤去

周囲配管SGP50A共

土間配管部分（器具のみ撤去）

凡　例

床下ﾋﾟｯﾄ部分（器具配管共全て撤去処分）

土間配管部分（器具及び露出配管のみ撤去）

洗面器・化粧棚・化粧鏡撤去

撤去器具表（東ＷＣ）

撤去器具表（東ＷＣ）

撤去器具表（西ＷＣ）

撤去器具表（西ＷＣ）

保健室

進路指導室 応接室

壁掛洗面器撤去

化粧棚撤去

壁面露出給水管撤去

壁掛洗面器撤去

化粧棚撤去

壁面露出給水管撤去

ガス湯沸器（壁掛型）撤去

壁面露出給水管撤去

給水栓（２個）撤去

２組

COA50

COA50

掃除口撤去

①－３

20

N

100

20
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32

Ｐ－０３

50

ローカ

①－１
３号館からの給水主管５０ｍｍ

天井露出配管

調理実習室

※給水・給湯・ガス管

床転ばし配管撤去

※廊下露出給水管撤去

ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる配管

65

65

4
0

2
5

2
5

5
0

調理実習室及び調理実習準備室の

床転ばし配管は撤去とする。

数量

２

撤去器具表

脱衣室

洗面器

同上用化粧棚

同上用鏡

２

２

撤去器具表

数量浴室

２
シャワー水栓

壁掛電気温水器撤去

混合水栓共

２口ｶﾞｽｺｯｸ×３

COA100

COA50

COA50
50

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

COA50

横水栓

印は撤去処分を示す。

手洗器撤去

自在水栓撤去

洗濯用水栓

撤去

１／２

数調理実習室

立形自在水栓 13ｍｍ １８

１６二口ガスコック

ガス湯沸機（壁掛）
２

13ｍｍ

二口ガスコック

自在水栓

調理実習準備室

２

数

１

１／２

撤去器具表 撤去器具表

廊下

※露出の給水管・ガス管撤去

※露出の給水管・ガス管撤去

※露出の給水管・ガス管撤去

床下ﾋﾟｯﾄ内配管を示す。

器具類・配管類共撤去

2
0

2
0

2
0

露出ガス管撤去

脱衣室

2
0

50

Ｘ

リフォームダクトによる給水管撤去共

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）

（ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる給水管撤去）
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印刷室
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職員室
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２階管工事撤去図　S=1/100

２階管工事撤去図

①－２ ①－３

①－１

①－２

①－１

Ｇ

Ｇ

Ｇ

数被覆教室

二口ガスコック １／２ ５

40

１手洗器 Ｌ-５

数被覆準備室

１３ｍｍ自在水栓 ２

排水金物 Ｔ１４ＢＡ４０ ２

COA40

数量

和風大便器

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

同上用鏡（全面）

１

腰掛便器 １

２組

２組

掃除用流し

数量

Ｌ型手すり １

可動式手すり １

２ＣＯＢ１００

２

撤去器具表（西ＷＣ）

撤去器具表（西ＷＣ）

撤去器具表

撤去器具表

ＷＣ（男）

１

５

ＷＣ（男）

ＣＯＢ５０

ＣＯＢ６５

５

２Ｔ５Ｂ５０

男ＷＣ 数量

撤去器具表（東ＷＣ）

数量女ＷＣ

撤去器具表（東ＷＣ）

和風大便器

同上用化粧棚 １

２

４

１

１

２

１

ｽﾄｰﾙ小便器

和風大便器

１

２

１

１

掃除流し １

１

１

２

同上用鏡

洗面器

２

Ｔ５Ｂ５０

ＣＯＢ１００

ＣＯＢ６５

ＣＯＢ５０

３

洗面器

同上用鏡

同上用化粧棚

Ｔ５Ｂ５０

ＣＯＢ５０

ＣＯＢ１００

50

×

50

20

5
0

GV32

20

数

撤去器具表

職員室

壁掛電気温水器 １

１二口ガスコック １／２

壁掛洗面器

化粧棚

化粧鏡

２

２

２

COA50

COA40

COA40

20

40

6
5

6
5

40

20

2
0

20

40

COA40

20

放送室

5
0

COA50

撤去器具表

壁掛洗面器

化粧棚

化粧鏡

指導室 数

１

１

１

撤去器具表

壁掛洗面器

化粧棚

化粧鏡

数

１

１

１

印刷室

N

Ｐ－０４

※廊下露出給水管撤去

ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる配管

5
0

50

40

40

20

1
3

13

13 13

32

20

被覆準備室

50

×

50

×

混合水栓 １

50

×

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

１、図示器具・配管類全て撤去処分とする。

※特記事項

２、図示以外で露出給水管・ガス管等も撤去処分とする。



株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

S WD - 2 S WD - 2 S WD - 2 S WD - 2

C.R

(33HR)

廊下

(32HR)

C.R

天秤室

ベランダ

畜産肥料実験準備室

UP

エキスパンション　縞鋼板ｔ4.5

渡り廊下

S W- 2 S WD - 7 S W- 1 2

視聴覚教室

廊下

(特別教室４)

C.R
礼法室18帖

茶室6帖

物入

踏込踏込

DN

UP

UP

ベランダ

3帖

W.C(女)

W.C(男)

洗面所

洗面所

P.S

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

50

50

50

50

1
0
0

25

25

20

20

2
0

4
0

4
0

25

25

25

2
5

6
5

65

40

4040

4
0

50

5
0

5
0

5
0

(31HR)

C.R
5
0

1
5

2
5

1
5

2
0

1
5

1
5

6
5

1
5

2
5

1
5

6
5

1
5

2
0

1
5

5
0

50

50

50
50

1
0
0

7
5

7
5

20

1
5

2
5

15

50

20

50

50

50

6
5

4040

40

20

２０ＳＧＰ

７５ＶＰ

１００ＶＰ

１５０ＶＰ

揚水管

給水管

ガス管

給水管

通気管

排水管

汚水管

生物生産実験室

１／２

台付化学水栓 ２口

生物生産実験室 数

１３

１３

３１３Ａ

１／２

台付化学水栓 ２口

数

横水栓 １３Ａ

横水栓

畜産肥料実験準備室

１

１

１

数

１

天秤室

横水栓 １３Ａ

COA50

COA50

COA50

COA50

COA80

75

30

15 15

40

20

COA80

COA40

３階管工事撤去図

1/100

①－１ ①－２

①－２ ①－３

ローカ

50

×

50

×

50

×

50

×

撤去器具表

数量ＷＣ（女）

和風大便器 ３

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

２

１式

１式
同上用鏡（全面）

掃除用給水栓

Ｔ５Ｂ５０

２ＣＯＢ１００

ＣＯＢ５０ ３

２

１

撤去器具表

数量

和風大便器

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

掃除用給水栓

Ｔ５Ｂ５０

ＣＯＢ１００

ＣＯＢ５０

同上用鏡（全面）

２

１式

１式

１

２

２

３

ｽﾄｰﾙ小便器 ３

２

ＷＣ（男）

50

×

50

×

座付二口ガスコック

座付二口ガスコック

50

5
0

COA50

20

25

5
0

20

20

視聴覚準備室

20

20

2
0

4
0

75

BBA-80

３階管工事撤去図　S=1/100

20 75

20 40

40

数

１

１

視聴覚準備室

ホーム水栓 １３Ａ

流し排水金物 T14BA40

COA40

Ｐ－０５

N

ﾘﾌｫｰﾑﾀﾞｸﾄによる配管

※廊下露出給水管撤去

COA40

50 40

50

50

40

13
13

100

4
0

100

20 20

2
5

50

ＣＯＡ５０ １

数

１３Ａ

礼法室・茶室

１横水栓 １３Ａ

自在水栓 １

１／２ １二口ガスコック

１ＣＯＡ５０４０ＨＩＶＰ

４０ＨＩＶＰ

４０ＨＩＶＰ

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

撤去器具表

撤去器具表

撤去器具表

撤去器具表

撤去器具表

１、図示器具・配管類全て撤去処分とする。

※特記事項

２、図示以外で露出給水管・ガス管等も撤去処分とする。



揚水管

コンピューター教室

株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

SW-3 SW-4
SW-5 SW-6 SW-7SW-2 SW-2 SW-2

SD-4 SD-4WD-2

WD-1

WD-7 WW-1 WD-7WW-1WW-1

WD-4

SW-11SW-2 SW-10 SW-9 SD-2 SD-3 SW-8

SW-1 SD-1 SD-1

農業情報処理準備室

UP

(特別教室５)

C.　　R

ローカ

S W- 7 S W- 7 S W- 7 S W- 7

S W- 1 S WD - 1S W- 1S WD - 1S W- 1S WD - 1S W- 1 S WD - 1

WW- 1 WW- 1WW- 1WD - 1 WD - 1 WW- 3 WW- 3WW- 3WD - 2 WD - 1 WW- 1

(特別教室６) (特別教室7)

C.R C.R

ベランダ

W.C(女)

W.C(男)

掃除具入

掃除具入

P.S

洗面所
洗面所

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

50

50

50

50

1
0
0

25

25

20

20

2
0

40

4
0

4
0

25

25

25

2
5

6
5

65

4
0

40

4040

75

給水管

消火管

管　種名　称

ガス管

汚水排水通気管 ＶＰ管

ＳＧＰ（白）管

ＳＧＰ（白）管

20

2
0

50

5050

×

廊下

1/100

4
0

2
5

20
20

S D - 1

S W- 7 S W- 7 S W- 7 S W- 7 S W- 6 S W- 5

S W- 4S W- 3S W- 8S W- 1 S WD - 1S W- 2S W- 1 S WD - 1

WW- 3 WW- 3 WD - 1 WW- 1 WW- 1 WW- 1WD - 1 WD - 3

家庭準備室A

UP

DN

C.R

ベランダ

WD - 2 2

WW- 8WW- 7WW- 7WW- 7WW- 7

WW- 7WW- 7WW- 7WW- 7

S D - 7

WWD - 3

WD - 2 1

S W- 2
S WD - 8

S W- 1 2
S W- 2S W- 2

S W- 2

S W- 1

ステージ

ベランダ

音楽準備室

廊下

音楽教室

ＣＡＩ教室

Ｇ

15

20

Ｇ

Ｇ

Ｇ

4
0
V
P

6
5
V
P

5
0

5
0

5
0
V
P

2
0
H
I
P

2
0
H
I
P

1
5
S
G
P

40VP

65VP

40VP

家庭準備室B

2
0
H
I
P

40VP

廊下

65

50

×

50

撤去器具表

数量ＷＣ（女）

和風大便器 ３

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

２

１式

１式
同上用鏡（全面）

掃除用給水栓

Ｔ５Ｂ５０

２ＣＯＢ１００

ＣＯＢ５０ ３

２

１

撤去器具表

数量ＷＣ（女）

和風大便器

ｶｳﾝﾀｰ式洗面器

同上用ｶｳﾝﾀｰ

掃除用給水栓

Ｔ５Ｂ５０

ＣＯＢ１００

ＣＯＢ５０

同上用鏡（全面）

２

１式

１式

１

２

２

３

ｽﾄｰﾙ小便器 ３

２

４階管工事撤去図　S=1/100

４階管工事撤去図

50

×

数

１

１１３Ａ

20 40

楽器洗い場

自在水栓

ＳＫ流し SK-6

ＳＧＰ管

ＳＧＰ管

数

１３Ａ

T14BA40流し排水金物 １

農業情報処理準備室

自在水栓 ３

50

×

50

×

50

BBA-50

2
0
H
I
P

20 20

Ｇ

Ｐ－０６

N

100 100

5
0

5
0 50

5
0

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

40VP

COA40

COA50

１、図示器具・配管類全て撤去処分とする。

※特記事項

２、図示以外で露出給水管・ガス管等も撤去処分とする。

撤去器具表

撤去器具表



株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

SD-5

DN

吊環:φ16径100

P.H

竪樋:VP100

DN

P.H

50 65 40

50 65 4050

50

×

Ｒ階管工事撤去図　S=1/100

Ｒ階管工事撤去図

1/100

①－１
①－２

①－２ ①－３

Ｐ－０７

N

１、図示器具・配管類全て撤去処分とする。

※特記事項

２、図示以外で露出給水管・ガス管等も撤去処分とする。



株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

竪樋:VP100

50 65 40

40

40

50

50

50

65

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

本体及び配管材、保温材撤去

高架水槽撤去処分

FRP製,3ﾄﾝ, 円筒形

基礎は建築にて撤去

ＰＨＲ階管工事撤去図

1/100

ＰＨＲ階管工事撤去図　S=1/100

N

Ｐ－０８

３号館

ＬＥＤ植物工場

至る1号棟

7
5

受水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

40

２号館

既設2号棟用給水管50Aに接続

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(水道用１種）

GV40(10K)共

埋設区間

露出区間

倉庫
ＬＰ庫

GV40(10K)VC-P共（撤去）

ｻﾄﾞﾙ分水栓75×40から出た所でｷｬｯﾌﾟ止め

２号棟仮設給水管撤去図　　１／５００

印は撤去処分を示す。

ＬＰＧ配管、ＬＰ庫周り露出配管全て撤去

N

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

１、図示器具・配管類全て撤去処分とする。

※特記事項

２、図示以外で露出給水管・ガス管等も撤去処分とする。

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ 給水管

消火管

揚水管

オーバーフロー管

ドレン管

ＳＧＰ５０Ａ

ＳＧＰ５０Ａ

ＳＧＰ５０Ａ

管　種名　称
記号

ＳＧＰ６５Ａ

ＳＧＰ４０Ａ

撤去

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

消火ポンプ周り露出配管弁類全て撤去

消火ポンプ及び

揚水ポンプ及び

揚水ポンプ周り露出配管弁類全て撤去



株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

△PH SL

▽最高高さ

①-３　北立面図　S=1/150

OPEN

FI X

FI X FI X

FI X

FI X

FI X FI X

FI X

FI X

FI XFI X

FI X

ＢＣＤＥＦ Ａ

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

△PH SL

▽最高高さ

①-２　北立面図　S=1/150

12345678

FI X

FI X FI X

FI X

FI X

FI X FI X

FI X

FI XFI X

9

21 3 4 5 6 7 8 9

FI X

▽GL

▽最高高さ

△PH SL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

①-1　北立面図　S=1/150

50
0

3,
41

0
3,

41
0

3,
41

0

17
,5

30

4 , 5 5 0 4 , 5 5 0 4 , 5 5 0 4 , 5 5 0

4 0 , 0 4 0

4 , 5 5 0 4 , 5 5 04 , 5 5 04 , 5 5 03 , 6 4 0

3,
41

0
3,

41
0

50
0

17
,5

30

3,
41

0
3,

60
0

1,
17

0
1,

83
0

20
0

×

50

Ｇ

25

× × ×

1/150

給水管５０Ａ 給水管５０Ａ

消火管５０Ａ

排気ダクト（設備工事で撤去）

ＶＵ２００

１ ２ ３

▽最高高さ

△PH SL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▽RSL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽1FL

▽GL

OPEN

北側及び東側立面撤去図

北側及ぶ東側立面撤去図　S=1/150

東立面図　S=1/150

Ｇ

Ｇ

Ｘ

消火管５０Ａ

ガス管３２Ａ

撤去

撤去

既設煙道撤去

3 4 , 5 8 0

4 , 5 5 04 , 5 5 0 3 , 6 4 0 3 , 6 4 0 4 , 5 5 0 4 , 5 5 0 4 , 5 5 04 , 5 5 0

3,
60

0
1,

17
0

1,
83

0
20

0

4 , 5 5 0 3 , 6 4 04 , 5 5 04 , 5 5 04 , 5 5 0

2 1 , 8 4 0

17
,5

30

20
0

1,
83

0
1,

17
0

3,
60

0
3,

41
0

3,
41

0
3,

41
0

50
0

9 , 1 0 0 4 , 0 0 0

撤去

消火管５０Ａ

撤去

ガス管３２Ａ

Ｐ－０９

ＳＵＳφ１６０

×

50

Ｇ

25

鋼製支持金物

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

配管支持架台を示す

撤去

撤去

撤去

撤去

Ｇ

×

25

50

撤去

消火管５０Ａ

撤去

ガス管３２Ａ

全て撤去

※特記事項

１、図示器具・配管類・支持金物類全て撤去処分とする。

２、図示以外で露出給水管・ガス管・消火管等も撤去処分とする。



1/200

株式

会社
橘 建 築 務事 所

一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

〒770-0868　徳島市福島２丁目５番９号　(株 )橘建築事務所

工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事
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RC製（SC-3）

排水桝撤去

600×600（管底-689）

RC製（SC-3）

排水桝撤去

RC製（SC-3）

排水桝撤去

600×600

RC製（SC-3）

排水桝撤去

600×600

600×600（管底-901）

（管底-967）

（管底-1166）

排水桝撤去

RC製（SC-3）

排水桝撤去

450×450（管底-420）

RC製（RC-2）

600×600（管底-706）

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

φ200（管底-410）

450×450（管底-510）

RC製（SC-2）

φ200（管底-290）φ200（管底-391）

排水桝撤去

RC製（SC-2）

①－２①－１

排水桝撤去

RC製（SC-2）

450×450（管底-515）

450×450（管底-589）

渡り廊下

①－１

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

塩ビ製桝

φ200（管底-586）

φ200（管底-685）

φ200（管底-345）

φ200（管底-435）

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

φ200（管底-580）

RC製（SC-1）

350×350（管底-355）

排水桝撤去

塩ビ製桝

排水桝撤去

φ200（管底-680）

RC製（SC-2）

450×450（管底-500）

印は撤去処分を示す。

RC製（SC-3）

排水桝撤去

600×600（管底-900）

RC製（SC-3）

排水桝撤去

600×600（管底-930）

記　号

土間埋込専用、３槽式、ステンレス製

容量　６０　、ステンレス製蓋共　

ステンレス製かさ上げ共、据付工事一式共

仕　　様名　称

グリーストラップ

１

ＧＴ

数　量

２　基

作業内容

撤去処分

１

ＧＴ

Ｐ－１０

キャップ止め

排水桝撤去

塩ビ製桝

φ200（管底-827）

桝撤去あとに砕石を投入すること。

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

アスファルト舗装はつり補修共

ｔ＝50 砕石150ｔ

アスファルト舗装はつり補修共

砕石150ｔｔ＝50
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一級建築士登録　第108457号　浜岡孝幸

ポンプ庫

部室②

渡り廊下６

１号館

武道場

２号館

倉庫1

屋外ＷＣ
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※支障物件特記

◎地下埋設物への影響が予想される場所では, 施工に先立ち, 原則として試掘を行い, 当該埋設物の種類, 位置(平面・深さ), 

　規格, 構造等を確認しなければならない.

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないような措置を施さなければならな

◎受注者は，工事の施工箇所及び周辺にある地上地下の既設構造物について，工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに

　調査を行い「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから，工事着手すること．

　い．万一，損傷を与えた場合は，ただちに監督員に報告するとともに，施設の運営に支障がないよう受注者の負担でその都

　度補修又は補償すること．

自転車置場

支障物件確認図　　　S=1/300

宿泊訓練棟
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工事名

一級建築士事務所　登録番号　徳島県知事　登録第61015号　電話(088)625-7878

Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

VI. 機材等

1.  本工事に使用する材料・機材等は, 設計図書に定める品質及び性能を有するもの, 又は同等のものとする. ただし, 同等の

　　ものを使用する場合は, あらかじめ監督員の承諾を受ける.

2.　下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(3)の事項を満たすものとし, 証明となる資料又は外部機関が発行する

　　み, 突き固めた後, 管をなじみ良く布設する. 埋め戻しは, 砂の類で管の周囲を埋め戻し十分充てんした後, 掘削土の良質

IV. 特記仕様2(特記事項)空調工事仕様書

工　　事　　概　　要種　　　　目

　　上記の施工計画書には, 「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること.

　　提出する.  (JISマーク等表示品を除く) (標仕 <1> 1.4.2)

    使用する機材が, 設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料 (製作図，試験成績書を含む) を監督員に

　　は, 「疑義に対する協議等」(標仕 <1>1.1.8)による.

  　また, その原因を検討し, 再発防止のための必要な処置をとる. (標仕 <1>1.3.4, 監理指針 <1>1.3.4)

　　品質計画にしたがって適切な処理を施す. 

    品質管理は, 適切な時期に品質計画に基づき確認, 試験又は検査を行う. 結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は,

　　監督員の承諾を受ける. (標仕 <1>1.2.2, <1>1.2.3) 

　　別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し, 監督員に提出する. 品質計画及び施工図等については, 

1.　本工事に必要な工事用電力, 水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む.

　　官公署その他への届出手続等は(標仕 <1>1.1.3)により行う. なお, (監理指針 <1>1.1.4)を参考とする.

特記仕様書及び図面に記載されていない事項は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工

とする.

2.　工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し, 監督員に提出する. また, 品質計画及び工種

3.　設計図書に疑義が生じたり, 現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたとき

II. 共通仕様

III. 特記仕様1(一般共通事項)

冷却塔

品　　　　目 機　材　名　・　注　記

ボイラー

温水発生機

鋼製簡易ボイラー, 鋳鉄製ボイラー, 鋼製小型ボイラー, 鋼製ボイラー

真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製), 無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)

冷凍機 チリングユニット(空気熱源ヒートポンプユニット含む. ), 直だき吸収式冷温水機

小形吸収冷温水ユニット, 遠心冷凍機

空気調和機 ユニット形空気調和機, ファンコイルユニット(カセット形共), コンパクト形空気調和機

パッケージ形空気調和機, ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

空気清浄装置 エアフィルター(パネル形, 折込み形, 袋形), 自動巻取形エアフィルター, 電気集塵器

全熱交換器(回転形・静止形), 全熱交換ユニット全熱交換器

送風機類 遠心送風機(多翼形送風機), 斜流送風機, 軸流送風機, 消音ボックス付送風機

ポンプ類 横形遠心ポンプ, 立形遠心ポンプ

吹出口・吸込口, 風量ユニット(定風量・変風量)ダクト付属品

自動制御システム

タンク 密閉形隔膜式膨脹タンク(空調用)

中央監視制御装置

4.  本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については, 工事着手前に資格者名簿を提出する.

5.  本工事のうち建築工事, 電気工事及び管工事について下請業者を使用する場合は, 工事の施工に十分な能力と経験を有した

　　者を選定すること.

6.  機器類は, 図示する形状又は配管などの取出し位置等により, 特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない.

7.  既存のコンクリート床, 壁等の配管貫通部の穴明けは, 原則としてダイヤモンドカッターによる. (改修標仕 <2>4.1.3)

　　梁, スラブ等の構造体貫通の場合は, 施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する.

8.  本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は, 既成にならい補修する.

9.  発生材の処理等は, 「発生材の処理等」(標仕 <1>1.3.9)により行う.

    (1) PCBを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする.

1.  配管の吊り及び支持は, 「標仕」及び「標準図」に従い行う. (標仕 <2>2.6.1, <2>2.6.3)

2.  床下土中埋設配管についても吊り又は支持を行い, 管の保護のため砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土で

　　埋め戻す.

3.  管(排水管を除く)を屋外土中埋設する場合は管の保護のため砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土で埋め戻

　　し, 地中埋設表示(表示テープ及び埋設標)を行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

4.  排水管を屋外土中埋設する場合は, 「標仕」の当該事項に従い根切り底には再生クラッシャーランを遣り方にならい敷き込

　　土で所定の埋め戻しを行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

5.  冷暖房する室(天井内を含む)に設置する全熱交換機の外気取入用ダクト及び排気用ダクトは保温(25mm厚)を行う.
           

6.  スリーブ材料については, (標仕 <2>2.2.27, 監理指針 <2>2.2.27)による. 貫通部の処理については, (標仕 <2>2.8.1, 標

　　準図 施工1, 監理指針 <2>2.8.1)による. なお, 紙製仮枠を用いる場合は, 変形防止の措置を講じる.

7.  弁類については, JIS-5Kとする. ただし, 特記部分はJIS-10Kとする.

8.  保温工事種別は, 原則グラスウール保温材とする. ただし, 厨房排気ダクトについては, ロックウール保温材とする. また, 

　　耐火二層管は保温を行わない.

9.  ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト, ナットはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とし, 屋外

　　及びピット内の配管, ダクトに使用する支持金物等についても同様とする.

　　品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける.

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること. 

　　(2) 法令等で定めがある場合は, その許可, 認可, 認定又は免許を取得していること. 

　　(3) 製造又は施工の実績があり, その信頼性があること. 

10. あと施工アンカーボルトの選定については, 次による. 

　　　  用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとする. 

 　（ ・ダクトスペース, パイプシャフト内　　・　　　　　　　　　　　              　　　　　）

　　硬質塩化ビニル管にカラーパイプを使用する場合は, 監督員との協議により塗装を省略することが出来る.

　　次の部分の露出する電線管, 支持金物, 架台等は塗装を行う.

    ( ・ 一般居室，廊下等　　・              　　　　　                         )

    亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー1種(JIS-K-5633)による化学処理を行った後調合ペイント2回塗りとする.

　　(標仕 <2>2.9.1)

11. 次に指定する部分の露出する配管, ダクト, 支持金物, 架台等のうち亜鉛めっき面及び合成樹脂面の塗装は行わない.

12. 水圧試験, 満水試験, 気密試験等は, 配管途中若しくは隠ぺい, 埋め戻し前又は配管完了後の塗装又は被覆施工前に行う.

　　なお, 屋外及び水気のある場所(弁桝内等を含む)での機器の名称・配管識別表示等については, 塗装書き又は耐候性を有す

　　るカッティングシートとし, バルブの状態表示を示す表示札等については, 合成樹脂製又はアクリル製で文字等がシルク印

　　刷又はエッチング加工されたものとする.

13. 機器には名称及び記号を, 配管及びダクトには, 識別表示・用途・流れ方向を記入する. (標仕 <1>1.7.4)

    長辺の長さ1,500mm以下の長方形低圧ダクトの工法

    ( ・コーナーボルト工法　( ・ 共板フランジ工法　・ スライドオンフランジ工法 )　・ アングルフランジ工法 )

    上記以外の長方形ダクト及び厨房排気ダクトは, アングルフランジ工法とする.

　　屋内, 屋外及びピット内の支持金物等のうち, ステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製のものは, 原則塗装を行わない.
 

　　については絶縁抵抗測定を行う.

　〃

番　号用　　　　途 名　　　　称 備　　考

冷水・温水・冷温水 配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 140 SGP-HVA(管端防食継手)

配管用ステンレス鋼管　〃

一般配管用ステンレス鋼管　〃

冷却水

膨張・空気抜・補給水

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管(白)

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管(黒)

圧力配管用炭素鋼鋼管(黒 Sch 40)

油・油用通気

蒸気(還)

蒸気(往)

配管用炭素鋼鋼管(黒)

　　　　〃

JIS G 3459

JIS G 3448

JWWA K 116 SGP-VA (管端防食継手)

SUS304

SUS304

SGP

JIS G 3452 SGP

SGP-HVA(管端防食継手)JWWA K 140

JIS G 3452 SGP

JIS G 3454 STPG370

JIS G 3452 SGP

硬質ポリ塩化ビニル管

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐火二層管(内管VP)
                                          

　〃

　〃

排　水

冷　媒 断熱材被覆銅管

原管

JIS H 3300

JIS K 6741

又は6742

VP(30φ以下はJIS K 6742

を使用してもよい)

WSP 042 DVLP

　　屋外布設の厚鋼電線管は, めっき付着量が300g/m

２

のものを使用し, 塗装不要とする.

 　 (3) 屋外に使用するものはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とする. 

　　ただし, 液管の呼び径が9.52mm以下の断熱厚さは, 8mmとしてもよい.

　　験要領書を提出する.

14. 機材の検査に伴う試験については, 標仕 <1>1.4.6により行う．製造者において試験方法を定めている項目については, 試

15. ダクトは図面特記部分以外は，低圧ダクトとする.

16. 冷媒管に使用する断熱材被覆銅管の断熱厚さは, 液管は10mm以上, ガス管を20mm以上とする. 

17. 試運転調整にあたっては, (監理指針 参考資料 資料2 試運転調整法 2.1, 2.2)を参考とする. 低圧屋内配線, 弱電流電線

　　(1) 機器類の固定には, 金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し, 次の機器については, 施工後確認試験を

　　(2) 配管の吊り及び支持材の固定には, その自重に十分耐えうるアンカーを使用する. なお, 耐震支持に使用する躯体取付

        行う.  ( ・ 熱源機器　　・ボイラー　　・自動制御盤　　・　　　　　　　　　　　　　　 　                 )

V. 使用材料(管材)

事編)(平成28年版)」(ただし, 改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成28年版)」)及び「公共

建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成28年版)」による. なお, 本工事が建築工事又は電気設備工事を含む場合は, それぞ

れの工事に係る標準仕様書による. また, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針(平成28年版)」を参考

10. 耐震施工

　　「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説(平成8年版)(建設大臣官房官庁営繕部監修)」によることとし, 施工は「建築設

　　備耐震設計・施工指針(2005年版)(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)」による.

　　(1) 本工事の建物分類は( 特定の施設 ・ 一般の施設 )であり, 地域係数は( 1.0 ・ 0.9 )とする.

　　(2) 設計用水平地震力は, 機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に, 地域係数及び設計用標

　　　　準水平震度を乗じたものとする. なお, 特記なき場合の設計用水平震度は次による.

　設計用標準水平震度 特定の施設 一般の施設

一般機器

1.5

重要機器一般機器重要機器機器種別設置場所

上層階, 　　

屋上及び塔屋

中層階

1階及び地下階

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

　　　　　(注) 上層階の定義は次のとおりとする.

　　　　　　　 2～6階の場合は最上階, 7～9階の場合は上層2階, 10～12階建の場合は上層3階, 13階以上の場合は上層4階

　　　　　重要機器　( ・ 防災機器　・ 火気を使用する機器　・ タンク類　・ 　　　　　　　　　　　　　　 )

　　(3) 設計用鉛直地震力は, 設計水平地震力の1/2とし, 水平地震力と同時に働くものとする.

　　(4) 質量100kg以下の軽量な機器(標仕の適用を受けるものは除く)の取付については, 機器製造者の指定する方法で確実に

　　　　取付けを行うものとし, 特に計算を行わなくともよい.

11. 各種荷重計算

    対象機材　( ・ 屋上, 塔屋等に設置する機器  ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

13. コンクリート工事

    対象機材　( ・ 配管及びダクト支持材　・ 煙道支持材　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

12. 強度計算

　　熱源機基礎　　( ・ 強度試験 ( ・ 公共試験機関　・ JIS工場 ) 　・ 構造体強度補正値(S)による補正　・ 調合表提出

　　　　　　 　　　 ・ アルカリ骨材反応抑制対策確認　　・ 鉄筋材料の規格品証明書提出 )

　　※強度試験の立会いについて, 試験を公共試験機関で行う場合は, 現場代理人又は主任(監理)技術者が, JIS工場の場合は, 

　　　監督員と現場代理人又は主任(監理)技術者が行うものとする. 

　　(2) 空調機器の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係

法令に基づき，作業や手続きを行う. 家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理する

こと.

空調仕様書

Ｃ－０１

撤 　 去 　 工 　 事

I. 工事種目

図示設備の撤去処分を行う

（既設配管）

換気ダクト スパイラルダクト

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）
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Ｈ３１営繕　阿南光高等学校阿南・新野

２号館等解体工事

W D - 1 1

W D - 1 0

WD - 8

S D - 3S D - 3

W D - 9S D - 2

S D - 1

S W - 1 0

S W - 1 0

S W - 8S W- 8

S W- 7

S W D - 2 S W - 6 S W- 5

S D - 4

WW D - 1

S W - 4

W D - 1 5

W W- 3W W- 2

W D - 1 6WD - 1 6

WD - 1 4

WD - 7

WW - 5WW - 5

WW - 4WW - 4

W D - 6WW - 1 W D - 6

W D - 4

W D - 5

S W - 3S W - 9S WD - 1S W - 2S W- 1

UP

受
渡
し

エキスパンション

押入

エキスパンション

S W- 5

SD-4 SW-4 SW-3SW-3

SW-8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

SD-3SW-6

SW-3 SW-3 SW-4SD-4 SW-5 SD-2 SW-7

SW-12 SW-11 SW-10

SW-9

WD-8 WW-1WW-1

SD5SD5WD2

WD-3

WD-5

SW-2 SW-2

SS-1

SW-1

SW-1

SW-1

SD-1

SD-1

WD1

P. S

UP

調理実習準備室

追 加 W D

S W - 5 S W- 5 S W - 5 S W- 5 S W- 5 S W - 5 S W- 5 S W- 4 S D - 3

S D - 2S W- 1 S W- 2S W - 1 S W - 1

S D - 1

S W - 6

WW - 1 W W- 2
WD - 1 W W- 4

W D - 4 WD - 1

WW - 7

WW - 4 W D - 3 W W- 6 W W- 5 W W- 8 W W- 8

WD - 9

W W- 9 W W- 9WD - 7

S D - 4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

WD - 8

UP

①－２①－１

①－１

①－２ ①－３

渡り廊下

男W.C

女 W.C

P.S

掃除具入

倉庫

前室

生徒指導室 教育相談室

前室

物入

昇降口

技師室 浴室

脱衣室

男更衣

女更衣

廊下

校長室事務室ホール

廊下

玄関

応接室
進路指導室

教育研修室

保健室

洗面所

W.C(女)

物入

ローカ

生徒昇降口

渡り廊下２

渡り廊下１

車　寄

調理実習室

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

１台

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

壁掛型、2HP相当

冷媒管φ12.7×6.35

東芝　RAV-SJ502

3φ200V

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

１台

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

冷媒管φ12.7×6.35

東芝　RAV-SJ502

3φ200V

（校長室）

床置型、2HP相当

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

１台

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

冷媒管φ12.7×6.35

3φ200V

（事務室）

天吊型、3HP相当

ﾀﾞｲｷﾝ　RZYJ-80CT

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

１台

3φ200V

（保健室）

天吊型、5HP相当

東芝　ROA-1403H

冷媒管φ15.88×9.52

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

壁付換気扇撤去

25ｃｍ

８台

R D

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

１台

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

（教育研修室）

壁掛型、1HP相当

冷媒管φ9.52×6.35

三菱　MU-2575

1φ100V

連絡配線・化粧ﾀﾞｸﾄ共

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管

撤去機器

１台

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

（進路指導室）

ﾀﾞｲｷﾝ　RZYP50-HAT

3φ200V

2Ｆ教材室室外機

2Ｆ印刷室室外機

R D R D

R D R D

渡り廊下３

ﾀﾞｸﾄ用換気扇撤去

φ150ﾀﾞｸﾄ共

壁付換気扇撤去

20ｃｍ

１台

１階空調設備撤去図　S=1/200

１階空調設備撤去図

N

Ｃ－０２

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

（技師室）

天吊型、2HP相当

冷媒管φ12.7×6.35

冷媒管φ15.88×9.52

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

冷媒管φ15.88×9.52

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

冷媒管φ15.88×9.52

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

ﾄﾞﾚﾝ管VP25

冷媒管φ9.52×6.35

※特記事項

１, 室外機は基礎共撤去処分とする。

既製品簡易ブロック

※特記事項

１、図示機器・器具・配管類全て撤去処分とする。

２、図示以外で露出冷媒管・ドレン管・換気ダクト等も撤去処分とする。

壁付換気扇撤去

１台

20ｃｍ
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※特記事項

１, 室外機は基礎共撤去処分とする。

既製品簡易ブロック

※特記事項

１、図示機器・器具・配管類全て撤去処分とする。

２、図示以外で露出冷媒管・ドレン管・換気ダクト等も撤去処分とする。
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空冷ヒートポンプ

パッケージエアコン

台数名　称
仕　様

電源
記　号

撤去機器表

３相２００Ｖ

視聴覚教室

ＡＣＰ-４

シングル、冷暖房用、Ｐ１１２形（４ＨＰ）

室内機　天吊型 冷房能力　10.0kW

暖房能力　11.2kW R410A

２組

ＡＣＰ-４
ＡＣＰ-４

化粧ダクト

室内外連絡配線

ドレン管　VP25

冷媒管　φ9.52×15.88
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壁付換気扇（30cm)
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生物生産実験室
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ﾀﾞｸﾄ用換気扇撤去
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N

Ｃ－０４

（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

※特記事項

１, 室外機は基礎共撤去処分とする。

既製品簡易ブロック

※特記事項

１、図示機器・器具・配管類全て撤去処分とする。

２、図示以外で露出冷媒管・ドレン管・換気ダクト等も撤去処分とする。
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撤去機器表

記　号

室内機　天吊型４ＨＰ×２台

冷媒　R407C

電源
仕　様

名　称

室内機　天吊型４ＨＰ×１台

冷房能力　11.2kW

冷房能力　11.2kW

同時ツイン、冷房専用

シングル、冷房専用 冷房能力　11.2kW

冷媒　R407C

台数

ＡＣＰ-１
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パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ

パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ
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４階・Ｒ階空調設備撤去図

４階空調設備撤去図　S=1/200

Ｒ階空調設備撤去図　S=1/200

PHR階平面図　S=1/200

シングル、冷房専用

室内機　天吊型６ＨＰ
２台

冷房能力　16.0kW
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N
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（２号館・渡り廊下1,2,3、昇降口）

撤去 撤去
撤去

撤去機器表 コンピューター教室

※特記事項

１, 室外機は基礎共撤去処分とする。

既製品簡易ブロック

※特記事項

１、図示機器・器具・配管類全て撤去処分とする。

２、図示以外で露出冷媒管・ドレン管・換気ダクト等も撤去処分とする。
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